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長坂町は広大な八ケ岳南麓のほぼ中央に位置し、国蝶オオムラサキの生息地として全国的

に知られているように、自然に恵まれた高原の町です。それとともに、およそ200ヶ 所以上

遺跡のある密集地帯としても知られています。

長坂町荻育委員会では各種の開発事業に際し、このように数多い遺跡の保護をはかりつつ、

必要に応じて発掘調査を実施し、記録として追跡の内容を後世に伝えるための文化財保護事

業を推進しております。

本書は、平成11年度に中山間地域総合整備事業に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施した越中

久保遺跡の発掘調査報告書です。越中久保遺跡では縄文時代の住居跡、土坑などが発見され

ました。発掘調査事例の少ない中九地内において縄文集落の一部が調査されたことは、この

地域の歴史を解明する上で貴重な報告となりました。

最後に、越中久保遺跡の調査にあたり、格別なご理解をいただいた中丸地区の皆様をはじ

めとする関係各位に厚 く御ネL申 し上げます。本書が広く教育や研究の場で活用されることを

期待しています。

2002年 3月

長坂町教育委員会

教育長 瀬 戸 龍 徳



例   言 凡   例

1.本書は、1999(平成11)年度に実施した山梨県北巨 1.掲載した遺構・遺物実測図の縮尺は、原則として下
摩郡長坂町中九字越中久保地内に所在する越中久保遺 記のとおりである。

跡の発掘調査報告書である(D              遺構 調査区全体図 ■/100
住居跡 ■/60

2.発掘調査は、中山間地域総合整備事業に伴う事前調 土 坑 ■/30
査であり、山梨県峡北土地改良事務所 (当時、現在は 遺物 縄文土器 ■/3ま たは1/4
山梨県峡北地域振興局農務部)よ り委託を受けて長坂 石鏃・石錐・石匙・楔形石器 。二次加工剥片・

町教育委員会が実施したものである。 石製品・古銭 :2/3

磨製石斧・打製石斧・敲石等・石皿・石棒 ■/3

3.本書の執筆・編集は小宮山隆・吉田光雄が行った。
2.遺構図版中の遺物分布図のマークは各図版中に示し

4.発掘調査および整理作業において一部の調査・業務 てある。

を以下の各機関に委託したく

基準点測量 lkl新生測量堅 3。 遺構および遺物写真の縮尺は統一されていない。

空中写真測量 帥シン技術コンサル
自然科学分析 いパリノ・サーヴェイ 4.遺構図中の断面図脇にある数値は標高を示す。

5。 遺構の写真撮影は小宮山が行い、遺物の撮影は吉田 5,図 1は、株式会社写測2000年調整、1/25,000長坂町
が行った。 全図 (国土地理院発行 1/25,000地形図を複製したも

の)を基に作成した。
6。 本報告書に関わる出土品及び記録図面・写真等は、

長坂町教育委員会に保管し'てヤヽる。 6。 調査区のグリッド方眼は、旧座標値を基に設定して

ヤヽる。

7.発掘調査および報告書作成にあたっては、多 くの
方々に多大なご指導、ご教示を賜った。記して深く感

謝の意を表す次第である。
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第 1章 調査の経過と概要

第 1節 発掘調査に至る経過
山梨県峡北土地改良事務所 (当時 :以下、土地改良事

務所)は、人ヶ岳南麓における農村環境基盤整備を目的

とした中山問地域総合整備事業 (以下、中山間事業)を

推進しており、1998(平成10)年、長坂町に対し事業実

を提示した。事業案では複数の埋蔵文化財包蔵地が含ま

れていることから、土地改良事務所と町産業課の事業サ

イドと県および町の教育委員会とで、これら埋蔵文化財

の保護策について協議した。その中において、同町中九

字越中久保地内に予定された鳥久保地区圃場整備事業予

定地で、埋蔵文化財包蔵地の可能性があるため、試掘調

査をする必要があるとし、同年試掘調査を実施し、包蔵

地であることが確認された。そして翌年の1999(平成11)

年に発掘調査を町教委が実施することとなった。

1999(平成11)年 4月 に土地改良事務所から県教育委

員会教育長あてに埋蔵文化財発掘の通知が提出されると

ともに、土地改良事務所と長坂町との間に発掘調査費に

関する負担協定を締結し、同年 4月 に発掘調査を開始し

た。発掘調査は約 7ケ 月を要し1999(平成11)年 11月 20

日に県教育長あてに調査終了報告、長坂警察署長あてに

埋蔵物発見届をそれぞれ提出した。整理作業は2000(平

成12)年度実施し、報告書は2001(平成13)年度末の2002

(平成14)年 3月 をもって刊行した。

第 2節 発掘調査の概要
今回の調査区は、越中久保溜池の東側にある田んぼが

回場整備事業対象地であり、試掘調査で遺構が確認され

たところに設定した。中央やや南寄りに水路が流れてお

り、それより北側を I区、南狽1を Ⅱ区とし、発掘調査を

行つた。固場整備事業のため調査面積は広 く、 I区が

3,969♂、Ⅱ区が379♂、合計4,348♂である。

調査区に発掘調査・遺構測量の基準として10m間隔の

グリッド細部杭を設定した。グリッドの南から北へA～

K、 西から東へ 0～ 10の番号をそれぞれ付けた。

調査は、表土を大型重機で除去したのち、人力で包含

層を掘 り下げていつた。出土遺物は原位置のまま光波測

量機で記録し、必要に応じて写真撮影を行つた。

遺構は平面形を確認した後、土層観察用の畦を残しな

がら人力で掘り下げ、土層断面図や遺構平面図・立面図・

遺物出土状況図などを光波測量機で測量したり、平板あ

るいは簡易遣り方で手実測したりした。また、作業工程

に合わせ遺構の写真撮影を行つた。全体図作成はいシン

技術コンサルに委託し、空中撮影及び図化を行つた。

I区から、多くの遺構と遺物が出土した。縄文時代中

期後半の竪穴住居跡 3軒、掘立柱建物跡 2棟、土坑30基、

ピット202基、溝 2条が発見され、縄文時代早期～後期の

土器・土製品・石器等が出土した。

Ⅱ区からは縄文時代中期後半の竪穴住居跡 1軒が発見

され、縄文時代中期～後期の土器・石器が出土した。 I

区と比べると遺構・遺物とも少なかった。両調査区の出

土遺物は合わせて整理箱約80箱分にも上 り、膨大な量で

あった。また、近代以降の陶磁器・煙管・箸が出土した。

第 3節 発掘調査組織

事業主体 長坂町教育委員会
事 務 局 教 育 長  小松清寿 (～平成12年 9月 )

瀬戸龍徳 (平成12年 10月 ～)

教育課長   植松 忠 (～平成12年 3月 )
:井 茂 (平成12年 4月 ～)

教育係長   小松武彦 (～平成12年 7月 )
坂本美男 (平成12年 7月 ～)

社会教育係長 望月和夫 (平成13年 4月 ～)

調査担当  小宮山隆
調査補助員 吉田光雄・松田拓也
発掘作業員 秋山かつゑ 浅川喜恵 井出終ぎん

井出ケサコ 井出庄子 丼出仁美
井出文江 井出美那子 丼出るい子
稲次啓允 大柴富子 刈ヽ沢 きよみ

小野寿美子 小尾 トヨ子 国府田孝吉
小林敏恵 小林 裕 小林立枝
小林松男 三宮 健 清水純代
清水徳雄 清水三恵 清井ゆき枝
清井義雄 田中和幸 田中玲子
琢原袈裟重 仲山たけの 名取初子
奈良裕子 畑梅子 日向登茂子 平井愛子
深沢憲子 堀内さ多子 増田亀三

宮原征人 宮本光代 守屋春美
山本元樹 山本米子 横山幸男
吉田浩之 渡辺早月

整理作業員 有野 (旧姓大木)明子 石川昭江
井出仁美 長田加代子 河ヽ澤恒子
小林広美 清水純代 清井ゆき枝
奈良裕子 橋本 彩 橋本はるみ
日向登茂子 深沢憲子 山本理奈
吉田浩之

一
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第 2章 遺跡の立地 と環境

第 1節 地理的環境
越中久保遺跡の所在する北巨摩郡長坂町は、山梨県の

北西部に位置し人ヶ岳南麓に立地する。南北約18km、 東

西約 6 kmの南北に細長い町である。人ヶ岳の山体が崩壊

し起こった韮崎火砕流によって形成された台地上にあり、

標高は北端の人ヶ岳権現岳が頂点で2,786mを 測 り、南

端は」R日 野春駅の南側で約490mである。標高1,200m以

上が急峻な山岳地帯になっており、それ以下は比較的緩

やかな地形となり、人ヶ岳南麓高原や長坂台地、人ヶ岳

南麓低地等が広がる。長坂町南端より南は、泥流台地を

釜無川と塩川の浸食作用によって形成された通称「七里

岩」と呼ばれる浸食達が形成されている。

人ヶ岳南麓には、比較的多くの湧水があり、これを水

源とする小河川は南流し浸食作用によっていくつもの舌

状台地を形成している。台地上は水利が悪いため、豊富

な水量の湧水を引いて開発した潅1既用水や湛1既用溜池が

数多く、県下で最も溜池の多い地域となっている。また、

それを利用した水稲耕作が行われ、古くから人ヶ岳南麓

地域でも有数の水田地帯となっている。

越中久保遺跡の所在する長坂町中九地区は、」R中央線

の西側で小淵沢町と白州町に接した町の西部に位置する。

中丸地区には東端に白井沢宮川、中央に大深沢川、やや

西部に小深沢川の 3本の河川が平行して南流している。

それぞれの河川は台地を浸食し、大深沢川や小深沢川の

下流部では比高50mほ どの浸食崖が発達している。越中

久保遺跡は白井沢宮川と大深沢川とに狭まれた台地上に

立地する。

遺跡の中央は窪地になっており、宮川へ注ぐ支谷がか

つて存在していた。現在、この支谷は遺跡の西側でせき

止められ、農業用水池 (越中久保溜池)が1981年 に造ら
れている。この窪地の部分は「ドジョウ田」と地元で呼

ばれる湿田で、現在までに大半は耕作が放棄され湿原化

している。窪地である谷地形 (低湿地)を挟むように、

調査区の南北端それぞれに微高地があり、縄文時代の竪

穴住居跡などの主な遺構は、この微高地に集中する。遺

物の分布も微高地を主体に調査区全面にわたるが、低湿

地部分では農業用水池方面からの流れ込みと推測できる、

非常に摩滅した遺物が多くみられた。白井沢宮川の現河

床との比高は低湿地部でおよそ2m、 微高地で 2～ 5m
である。

第 2節 歴史的環境
人ヶ岳南麓は、県内でも有数の遺跡密度の濃い地域で

ある。その中でも長坂町は遺跡が数多く分布し、これま

でに208ヶ所の遺跡が確認されている。越中久保遺跡が

位置する中九地区にも多くの遺跡が分布しているが、縄

文時代あるいは平安時代の遺跡が特に目立つ。

そのなかでも、越中久保遺跡からみて小深沢川の対岸

(左岸)で大深沢川の段丘崖にはさまれた台地上に立地

する新宿区健康村遺跡では、東京都新宿区立区民健康村

建設にともない約 8万♂もの発掘調査が行われ、縄文時

代前・中・晩期、平安時代、中世にわたる遺構と遺物が

多数発見されている(板倉1994)。 同じく大深沢川右岸に

は中世 。戦国期の砦址と伝えられる天白砦l■がある。や

や東へ離れるが、大深沢川と白井沢宮川にはさまれた台

地上には、これまでの発掘調査で縄文時代中期の遺構と

遺物が検出された東蕪 4遺跡や高松遺跡がある(小宮山・

山下1999、 小宮山2000)。

第 3節 基本層序
今回の調査区は低湿地部にあたるため、町内の他の遺

跡 と比べ比較的堆積が厚い。現地表面から約1.6m下

がつたところで遺構確認面となる (図 5)。 水田耕作土・

水田床土の下に砂礫を含む灰褐色土があり、その下に

ローム粒子を含む褐色土・暗褐色土・黒褐色土が堆積 し、

その下で遺構確認面の責褐色土になる。掲色土・暗褐色

土・黒褐色土が遺物包含層となり、約30～60cmの厚さで

遺跡内を被っている。その中から出土する土器は摩滅が

激しく西側の農業用水地の方から流れ込んできたものと

思われる。というのも、発見された遺構は主に縄文時代

中期後半～後期のものであるが、その上の包含層からは

縄文時代早期～後期の土器が混ざつた状態で出土してい

るからである。

第 3章 遺構と遺物

第 1節 竪穴住居跡
1号住居跡

(位置)I-4グ リッドに位置する。
(形状)円形である。

(規模)長軸3.3m、 短軸3.07m、 深さ0。 18mである。

(施設)住居中央北西寄りに石囲炉が作られている。方

形で、西側は2つの礫を、それ以外は 1つの偏平で細長

い礫を配置している。ピット1～ 9が柱穴であろうか。

(遺物)図 37。 縄文時代中期の小片が出土している。ま

た、図68-82も 出土している。82①を正面とすると、回

縁部に3本の沈線による弧文が、この面のみに施されて

いる。胴部には渦巻文が沈線で施文されている。左面の
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82②には胴部に

'局

巻文があり、その上に浅い沈線が何本

も引かれている。文様は土器正面と左面のみにしか施さ

れず、裏面及び右面には文様はない。底部に木葉痕があ

る。曽利Ⅱ式と考えられる。

(遺物出土状況)散在している状況である。遺物出土量

は少ない。

(時期)図68-82か ら縄文時代中期後半・曽利Ⅱ式期と

考えられる。

2号住居跡

(位置)K-5グ リッドに位置する。
(形状)住居跡南側力消1られ壁が確認できなかったが、

円形であろう。

(規模)残存値で、長軸4.44m、 短軸3.88m、 深さ0.44

mである。

(施設)住居中央やや北寄りに炉が作られている。方形

を呈しており、各辺は板状の礫を 1つあるいは 2つ、ほ

ぼ垂直に立て構築されている。南側の隅に石棒 (図94-

322)が置かれていた。

炉の周辺には、炭化材が広がつていた。板状の材が多

く、その中に孔を空けられているような部分があり、ホ

ゾ孔の可能性がある。炭化材は炉からlmぐらいに集中

し、その外側にはほとんど確認されなかった。この材を

住居構築材とすると、焼失した場合住居跡全面に確認さ

れてもいいと思われるが、今回の調査の出土状況はそう

ではないので、構築材とは断定しきれない部分もある。

石囲炉の西狽1に も炉が確認され、この炉は炭化材に覆わ

れていた。

住居南東隅に埋奏が埋設されていた。周溝は東狽1に一

部確認された。住居北西側には段差があり、壁際が住居

中央より高くなっている。

ピット1・ 5'7・ 8が主柱穴であろうか。

(遺物)図 37。 23は埋甕である。縄文地文の上から2本

の垂下沈線と縦位波状沈線を施している。胴部上半は欠

損している。曽利Ⅱ式と思われる。図84-235の磨製石

斧も出土している。

(遺物出土状況)残 りの良い住居北側から多く出上して

いる。埋轟は曽利Ⅱ式であるが、覆土中からは曽利Ⅳ～

V式の小片が多く出土している。

(時期)図37-23の埋奏から縄文時代中期後半・曽利Ⅱ

式期と思われる。

3号住居跡

(位置)I-4・ 5、 」-4・ 5グ リッドに位置する。

(形状)住居跡の半分が撹乱を受けている。おそらく円

形であろう。

(規模)残存値で、長軸6.44m、 短軸5,78m、 深さ0.36

mである。

(施設)炉は撹乱を受けているため、確認できなかった。

周溝はほぼ全周巡つている。ピット5・ 8,11・ 19が主

柱穴であろうか。

(遺物)図37・ 38。 22は曽利Ⅲ式の肥厚口縁土器である。

口縁部に粘土紐を貼り付け肥厚させ下方中央が開いてい

る楕円文を巡らしている。胴部は2本の垂下沈線で区画

し、その中を半裁竹管の内側による横位沈線で充填して

いる。44は刺突文地文のX字状把手付大型深鉢である。

(遺物出土状況)遺構が残存している部分から比較的多

く出土している。図37-22が横たわるようにして出土し

た。前期初頭の繊維土器や前期後半の諸磯b式、中期中

棄の格沢・新道式等の土器片も出土している。

(時期)図38-22が住居覆土上層から出土し、44が ピッ

ト19と 床面近 くから出土しているので、縄文時代中期後

半・曽利Ⅱ式期と考えられる。

4号住居跡

(位置)D-7・ 8グ リッドに位置する。

(形状)円形である。

(規模)長軸4.38m、 短軸3.9m、 深さ0.26mで ある。

(施設)中央やや南寄りに炉が作られていた。 8個の礫

を円形に酉己置している。

ピット2・ 3・ 5'7・ 8・ 9・ 10が主柱穴であろう

か。

(遺物)図 39。 1は住居東側に埋設された埋甕である。

底部からほぼ直線的に広がる器形をしており、国縁部文

様帯は省略され 1本の横位沈線のみである。胴部は沈線

で区画され、その中央に縦位波状沈線を施す。地文は間

延びした綾杉文である。曽利Ⅳ式と考えられる。

(遺物出土状況)覆土中の出土は見られなかった。

(時期)図39-1の埋甕から縄文時代中期後半・曽利Ⅳ

式期であろう。

第 2節 掘立柱建物跡
1号掘立柱建物跡

(位置)H-2・ 3、 I-2・ 3グ リッドに位置する。

(形状)方形。柱穴は6つの 2間 3間の建物跡である。

(規模)長軸5,3m、 短軸2.84mである。

(備考)ピ ット1・ 2か ら加曽利EⅣ式の小片が少数出

土した。
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2号掘立桂建物跡

(位置)H-2、 I-2グ リッドに位置する。
(形状)方形。一部調査区外にあたるため、柱穴 4本の

み確認できた。 1号掘立柱建物跡と同様に、柱穴 6つ を

もつ 2間 3間の建物跡であろう。

(規模)長軸5,76m、 短軸3.7mで、 1号掘立柱建物跡よ

りやや大きい。

(備考)ピ ット2か ら加曽利EⅣ式の小片が出土した。

第 3節 集  石
1号集石

(位置)H-2・ 3グ リッドに位置する。
(規模)南北約10m、 東西約12mの範囲に大小さまざまな

大きさの礫が集中していた。

(備考)調査区内で、このH-2・ 3グ リッドに極めて

集中的に礫が出土したので、集石としてあつかった。調

査区の一部に遺構確認面の層に礫が多量に含まれること

もあり、また、西側の台地からの流れ込みが想定される

ので、縄文時代より前の時代に流れ込んだ礫が、この付

近に比較的多くまとまった可能性もある。

第 4節 土  坑
各土坑の詳細は表 4を参照されたい。ここでは、特筆

すべき土坑を述べる。

1号土坑

H-3グ リッドに位置する。底部の立ち上がりのとこ
ろに礫が出土した。

2号土坑

H-3・ 4、 I-3,4グ リッドに位置する。途中に段
が付 く土坑で、小礫が少量出土した。

3号土坑

G-3グ リッドに位置する。一部撹乱されていた。打
製石斧 1点が出土している。

8号土坑

I-2グ リッドに位置する。曽利 V式期に属する。日
縁部に弧文を施した曽利V式土器が出土し、縄文地文の

土器も出土している。

14号土坑

F-2グ リッドに位置する。曽利 V式期に属する。図
40-6・ 11が出土している。11は 隣の15号土坑からも出

土し、接合する。拳大から人頭大の礫が密集している。

台付土器が出土している。

6は口縁部文様帝が省略されたハの字文地文の曽利V
式である。11は 日縁部に弧文を配する曽利V式で、日縁

部は緩やかに波状を呈する。地文のハの字文は6と ほぼ

同じである。 9は小型の台付土器である。

15号土坑

F-2グ リッドに位置する。曽利V式期に属する。図
40-11が出土している。曽利V式 と加曽利EⅣ式が共伴

している。拳大から人頭大の礫が密集している。

14号土坑と近接し、図40-11が両土坑から出土し、接

合している。

17号土坑

F-2グ リッドに位置する。縄文時代中期末に属する。
14・ 15号土坑と近接する。拳大の礫とともに、縄文時代

中期末の土器片が出土している。

18号土坑

I-3グ リッドに位置する。称名寺式期に属する。土
坑の上層に大型の礫を、土坑をふさぐように配置し、そ

の周辺から称名寺式土器が出土している。上部の礫と土

坑との標高差があるが、それは、地山と遺構覆土の色の

差がほとんどなく、遺構の平面形がかなり掘 り下げてか

らでないとはっきりと確認できなかったからである。石

の敷き詰め方から墓坑の可能性が考えられる。

23号土坑

K-5グ リッドに位置する。曽利Ⅳ式期に属する。 2
号住居跡を切つている。曽利Ⅳ式の小片が拳大の礫と供

に出土している。図では土層断面が下膨れのようになっ

ているが、おそらく5層 は地山であろう。

24号土坑

F-5,6グ リッドに位置する。称名寺式期に属する。
曽利V式～称名寺式まで出土するが、称名寺式の大片が

出土していることもあり、その時期であると判断した。

拳大から人頭大の礫が多量に出土している。図44-32は

注口をもつ浅鉢の回縁部片である。

25号土坑

F-5グ リッドに位置する。称名寺式期に属する。図
44～ 46。 曽利V式～称名寺式まで出土するが、称名寺式
の大片が出土していることもあり、その時期であると判

断した。図46-58は称名寺式である。胴部が張 り出し、

日縁部がやや直線的な器形をしている。日縁部は無文で

ある。胴部にやや大きめの」字状モチーフが磨 り消し縄

文により施文されている。

29号土坑

H-5グ リッドに位置する。39号土坑に切 られる。曽
利 V式や磨り消し縄文をもつ土器片が出土しているので、

中期末から後期初頭に属するものと考えられる。

31号土坑

H-5グ リッドに位置する。曽利V式期に属する。櫛
歯状工具で施文したハの字文をもつ土器片が、拳大から
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人頭大の礫と供に出土している。

第 5節 溝

1号清

G-3・ 4グ リッドに位置する。ほぼ直線で、約18.5m

確認された。幅は一定せず、広いところで1.4m、 狭いと

ころで0.6mである。時期は不明である。

第 6節 遺物集中区
1号遺物集中区

18号土坑を中心として遺物が集中的に出土した地点を

1号遺物集中区とした。 5～ 7号焼土があり、それらの

間から加曽利EⅣ式から称名寺式が出土している。

図46-1は粘土紐を貼付した上から櫛歯状工具で縦位

に施文した木島式である。図47-12は前期初頭の繊維土

器で、尖底である。日縁部に 1条の隆線を貼付し、その

上に「×」状に刻みを巡らしている。低い隆線であるこ

とから下吉井式に並行すると考えられる。

189は縄文のみを施した筒型の上器である。日縁部に

は縄文を施文していない。205は 直線的に開く器形をし

た称名寺式である。胴部に」字状と思われる文様を磨 り

消し糸亀文により施している。

縄文時代中期末から後期初頭にかけての土器が多く出

土している。

2号遺物集中区

3号住居跡上層から西側にかけて、遺物の集中が見ら

れた範囲を2号遺物集中区とした。図51～ 55。 図53-91

は口縁部文様帯を省略した曽利Ⅳ式である。日唇部に 1

本の沈線を引き、胴部は沈線で10区画され、区画内を縦

位条線で充填している。埋甕のような状態で出土してい

る。

92は曽利V式のX字状把手付大型深鉢である。把手の

間は方形の窓枠状に区画され胴部には隆線による垂下文

が施されている。隆線脇は沈線を施文している。地文は

ハの字文である。971よ櫛歯状工具による条線地文の曽利

Ⅳ式である。条線を短く施文しているので、曽利V式と

考えてもいいであろう。

図54-1491ま称名寺式である。口縁部文様帯は省略さ

れている。日縁部から胴部上半にかけて 2段の」字状文

が磨 り消し縄文により施文されている。150は 口縁部が

無文の称名寺式である。

第 7節 遺構外出土遺物
ここでは、特筆すべき遺構外出土遺物の概要を述べる。

図61-22は 、口縁部に2本の沈線をもち、胴部に櫛歯

状工具による短い条線が施されている。曽利V式であろ

う。図62-58は藤内式の小型土器である。キヤリパー形

の器形で、口縁部は縦長の蓮華文が施されている。

図74-10は押型文土器である。山形文で縦位に施し、

密に施文するのではなく、少し間隔を置いている。これ

以外に同様の押型文土器が 3点出土している。

図76-1は 曽利V式である。日縁部に 1条の横位沈線

を引き、胴部を5区画し、その中に櫛歯】大工具で短い条

線を施している。

図77の下段は注口土器の把手部片である。大きさは大

小さまざまであるが、全てに共通することは、螺旋状の

装飾か、あるいはそれを模したであろう斜方向の沈線が

施されていることである。また半分以上に円形刺突文が

側面に付けられている。弧の状態が円弧1れ以下なので、

深鉢に半円状に付 く把手ではないと思われる。

図78-1は焼成粘土塊である。図78-2・ 3は土製品

である。形態は、あたかも磨石のようである。それぞれ

欠損している。 2の片面は、焼成後にもう一度火を受け

たせいであろうか、ひどく荒れており、一部剥落 してい

る。 3の表面は特に荒れていることもなく、平滑である。

何に使用されたかは不明である。

図78-4は土製の装飾品であろう。三脚形をしており、

その一脚に横方向から穴が空けられている。正面には沈

線で模様が書かれている。図78-5は軽石製品である。

方形に形を整え、中央に穴が空けられている。下端部は

摩耗痕が良く残っている。図94-3221ま 石棒である。 2

号住居跡の石囲炉の隅に埋められていた。胴部が欠損し

ている。段をもち胴部にかけて膨らみが強くなっている。

図94-3231ま小型の石棒で、両頭である。それぞれに 2

本の沈線で頭部が表現されている。

図94-324は玉である。偏平な円形をしてお り、中央

に穴が空けられている。図94-325は王の未製品である。

穿子し途中のまま残されていた。この穴以外の所に穿孔し

ようとして直ぐ止めたと思われる窪みが表に 1箇所、裏

に2箇所残っている。左側が欠損しているので、穿孔途

中でこの部分が欠け、使い物にならないと判断し、製作

を止めてしまった可能性があるが、折れ面の周辺も少し

磨かれている。ヒスイ製である。図94-3261よ カギ状石

器である。両面に調整加工を施し整形している。軸部で

欠損していたが、接合した。黒曜石製である。

図94-3261ま磨製石鏃である。先端部から脚部にかけ

て欠損しており、全体の大きさは不明である。粘版岩製

で、基部付近が穿孔されている。弥生時代の土器は出土

しておらず、磨製石鏃だけの単独出土である。
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第 4章 ま と め

今回の調査は、台地の裾部から低地にかけてのところ

で行われ、縄文時代中期後半～後期初頭の住居跡・掘立

柱建物跡・土坑等が発見された。また、遺物は、縄文時

代早期押型文 ,前期初頭から後期中葉の上器・石器、近

代の陶磁器・木製品等が出土した。以下、注目すべき成

果について述べていく。

縄文時代中期末～後期初頭の土坑

今回の調査では、中期末～後期初頭にかけての土坑が

発見された。出土遺物から確実にその時期と判断できる

ものは、 8・ 14・ 15。 17・ 18・ 23・ 24・ 25。 31号土坑の

9基である。その内、 8・ 18・ 23・ 31号土坑の4基が北

側の微高地上にあり、14・ 15・ 17・ 24・ 25号土坑の 5基

が低地にある。

グリッドのE・ Fラ インを中心とした範囲にかつて支谷

が形成されていた。調査中でも雨の翌日はその範囲から

水が湧き出てきて、調査が困難になったことが多 くあっ

た。そういう場所なので、縄文時代には湿地か、あるい

は河川が流れていた可能性が高い。その場所に作られた

14。 15,17・ 24・ 25号土坑はどのような性格のものであ

ろうか。

各土坑に共通することは、拳大から人頭大の礫が見ら

れることである。24号土坑覆土の珪藻化石分析の結果、

水生珪藻より陸生珪藻のほうが多い傾向があり、24号土

坑内に常時水があることは考えにくいという推定がなさ

れている (付編 1参照)。 常時水に浸ってないが、時々水

に浸かるというような場所での機能は何であろうか。

長野県中野市栗林遺跡では、水場遺構と供に貯蔵穴が

100基発見され、その内の後背低地に71基作られていた

(関他1994)。 後背低地では、想定される流水を避けた

若干微高地上に構築し、一つには地表が半乾燥状態で地

下の合水量が高い地が選択されるようである。1.5～ 2.0

のほぼ円形を呈し、土坑上部あるいは底部に礫があるも

のもある。立地や土坑形態・出土礫など本遺跡の土坑と

共通するものが多い。本遺跡の特に14・ 15,17・ 24・ 25

号土坑は、堅果類こそ出土しなかったが、低湿地貯蔵穴

の可能性が高い。 1・ 23・ 31・ 40号土坑も大きさこそガヽ

さいが、土坑形態・出土礫から貯蔵穴であると思われる。

18号土坑は礫の組み方から、墓坑の可能性が強い。そ

の周辺からも、図50-150。 図53-91がほぼ正位で出土し

ているので、埋甕と見てよいであろう。各遺構の時期は

中期末で、貯蔵穴と思われる土坑と並行するので、貯蔵

穴区域と墓域の明確な区別はなかったと思われる。

縄文時代中期後半の集落

発見された住居跡は、全て縄文時代中期後半の曽利式

期のものであった。曽利Ⅱ式期が 3軒、曽利Ⅳ式期が 1

軒という内訳である。

曽利Ⅱ式期が調査区北側の微高地に、曽利Ⅳ式期は南

偵1の微高地にそれぞれ展開している。縄文時代中期の集

落は、主に台地上に展開していることが多く、本遺跡で

も調査区西側に台地が広がっているので、そこに集落が

展開していると思われるが、今回の調査で谷部をおりた

低地部付近にも集落を構えていることが分かった。

曽利Ⅳ式の集落が南側の微高地に移った後、北側の微

高地では、貯蔵穴や墓坑と思われる土坑が作られるよう

になる。後期初頭・称名寺式期になると調査区内では土

坑だけになるが、調査区外に住居跡が展開している可能

性がある。また、調査区内のH-3・ 5、 G-3グ リッド
にまとまっているピット群が、その範囲の大きさが住居

の大きさとほぼ同じなので、住居の柱穴群である可能性

も否定できない。しかし、もし住居跡であったとしても

時期が特定できないので、該期の集落の可能性だけ指摘

しておく。

【参考文献】

板倉歓之 1994F健康村遺跡』 新宿区区民健康村遺跡調

査団

小宮山隆・山下大輔 1999「高松遺跡」『人ヶ岳考古』平

成10年度年報 北巨摩市町村文化財担当者会
小宮山隆 2000「越中久保遺跡」『人ヶ岳考古』平成11年

度年報 北巨摩市町村文化財担当者会
知多古文化研究会編 1997『愛知県南知多町の考古資料』

小野正文 1999「第2章山梨県の考古学編年 跡電文時代
の編年 (31早期・141前期」『山梨県史』資料編

2 原始・古代2 考古 (遺構・遺物)
三田村美彦 1999「第2章山梨県の考古学編年 跡亀文時

代の編年 00後期初頭 (称名寺式上器)」『山

梨県史』資料編2 原始。古代2 考古 (遺構・

遺物)

古谷健一郎 1984「神之木台式・下吉井式土器の変遷」

『丘陵』第H号 甲斐丘陵考古学研究会
宮里 学 1998「縄文時代の「カギ形石器Jの県内出土

事例」『森和敏氏退職記念 山梨県考古学資料
集 I』
｀
森和彼氏退職記念刊行委員会

関 孝一他  1994『栗林遺跡・七瀬遺跡』⑫長野県埋
蔵文化財センター

岡村秀雄 1995「貯蔵穴と水さらし場―長野県栗林遺跡

―」 F季刊考古学』第50号 雄山閣出版
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付編 1:越中久保遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

イまじめに

越中久保遺跡では、縄文時代の住居跡等の遺構が検出

されている。このうち、 2号住居跡はいわゆる火災住居

跡であり、住居構築材などと考えられる炭化材が出土し

ている。また、 2号住居跡と4号住居跡からは、埋甕が

出土している。一方、低地部では時期不明の木製品など

も出土している。

今回は、数回の協議を経て以下の課題を設定し、それ

ぞれ自然科学分析調査を行う。

I。 調査課題

1.遺構・層序の年代

火災住居跡である2号住居跡の構築・使用年代を知る

ため、出土した炭化材の放射性炭素年代測定を行う。ま

た、東壁の遺物包含層等のテフラ分析を行い、各層の堆

積年代について確認する。

2.古植生および堆積環境

各層堆積時の古植生や堆積環境を知るために、東壁や

遺構覆土から採取された土壌試料について、花粉分析、

植物珪酸体分析、珪藻分析を行う。

3.住居構築材および燃料材の用材

2号住居跡における住居構築材の用材、および各住居

跡の炉で使用された燃料材の種類を明らかにするために、

炭化材の樹種同定と炉内から採取された土壌試料の植物

建酸体分析を行う。

4.木製品の用材

低地部から採取された時期不明の木製品について樹種

同定を行い、それらの用材に関する資料を得る。

5.植物利用について

各住居跡の炉内から採取された土壌資料の水洗選別で

得られた種実の同定を行い、植物利用に関する資料を得

る。

6.埋甕への遺体埋納の可能性

2号住居跡および4号住居跡から出土した埋甕内の土

壌試料について土壌化学分析を行い、遺体埋納の可能性

を検討する。なお、分析項目は、リン酸含量、カルシウ

ム含量、腐植含量の 3項 目を選択した。

Ⅱ.分析方法
1.放射性炭素年代測定

(1)前処理

乾燥、粉砕したものを水に入れて、浮上してきたもの

を除去した。試料が少量であったため、水酸化ナトリウ

ムによる処理を省略し、濃硝酸の代わりに塩酸で煮沸し

た。室温まで冷却した後、傾斜法により除去した。充分

水で洗浄した後、乾燥して蒸し焼き (無酸素状態で400℃

に加熟)に した。蒸し焼きにした試料は、純酸素中で燃

焼して二酸化炭素を発生させた。発生した二酸化炭素は

捕集後、純粋な炭酸カルシウムとして回収した。

(2)測定試料の調整

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸

化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成した。最終的

に得られた合成ベンゼン3能 (足 りない場合は、市販の

特級ベンゼンを足して3Vと した)に、シンチレイター

を含むベンゼン2能 を加えたものを測定試料とした。

(3) 演喝こ

測定は、 1回 の測定時間50分間を20回繰 り返す、計

1000分間行った。未知試料の他に、値が知られているス

タンダード試料と自然計数を測定するブランク試料を一

緒に測定した。

④ 計算
放射性炭素の半減期として、LIBBYの半減期5,570年

を使用した。

2.テフラ分析

試料約20gを蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態

で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し去

る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥

させた後、実体顕微鏡下にて観察する。テフラの本質物

質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察

し、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火山ガ

ラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽

石型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状

あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY状の高まりを持

つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるい

は泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つも

の、中間型は表面に厚手平板状あるいは塊状のもの、軽

石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の

長く延びた繊維束状のものとする。

3.珪藻分析

湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素、塩酸処理、自然沈

降法の順に物理化学処理を施して、珪藻化石を濃集する。

検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴

下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、

永久プレパラートを作製する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、

メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、建藻

殻が半分以上残存するものを対象に、200個体以上固定。
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計数する(化石の少ない試料はこの限りではない)。 種の

固定は、Krammer,K.and Lange― Bertalot(1986,1988,

1991a,1991b)、 Krammer,K(1992)な どを用いる。

同定結果は、海水～汽水生種、淡水～汽水生種、淡水

生種の順に並べ、その中の各種類はアルファベット順に

並べた一覧表で示す。また、環境指標種についてはその

内容を示す。そして、産出固体数100個体以上の試料に

ついては、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要

珪藻化石群集図を作成する。また、産出した化石が現地

性か異地性かを判断する目安として完形殻の出現率を求

め、考察の際参考にした。なお、淡水生種についてはさ

らに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)。 流

水に対する適応能についても示す。また、環境指標種に

ついてはその内容を示す。堆積環境の解析にあたって、

淡水生種については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊

藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性 については、Asai,K&,

Watanabe,T.(1995)環 境指標種、生活型などについて

は、vos,P.c.&DE WOLF,H.(1993)を 参考とする。
4.花粉分析

試料を湿重で約10g秤量し、水酸化カリウム処理、舗

別、重液分離 (臭化亜鉛,比重2.3)、 フッ化水素酸処理、
アセ トリシス処理 (無水酢酸 :濃硫酸=9:1)の 順に
物理・化学的な処理を施して花粉・胞子化石を分離 。濃

集する。処理後の残澄をグリセリンで封入して、プレパ

ラー トを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面

を走査 し、出現する全ての種類について同定・計数を行

う。結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。な

お、表中で複数の種類をハイフォン (― )で結んだもの

は、種類間の区別が困難なものを示す。

5.植物産酸体分析

湿重 5g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、

超音波処理 (70W,250KHz,1分間)、 沈定法、重液分離

法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,比重2.5)の順に物

理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。こ

れを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパ

ラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査

し、その間に出現するイネ科業部 (葉身と葉鞘)の葉部

短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼

ぶ)、 および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、

機動細胞珪酸体と呼ぶ)を 、近藤・佐瀬 (1986)の 分類

に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生や稲

作について検討するために、植物珪藻酸体群集と珪化組

織片の分布図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪

酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を

基数とする百分率で求めた。

なお、炉試料については、珪化組織片の産状に注目し

た。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞

列などの組織構造を呈している。植物体が土壊中に取り

込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響に

よつて分離し単体となるが、植物遺体や植物が燃えた後

の灰には組織構造が珪化組織片などの形で残されている

場合が多い (例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社,1993

a)。 そのため、珪化組織片の産状により当時の構築材や

燃料材などの種類が明らかになると考えられる。

6.樹種同定

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)・

板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し、ガム・

クローラル (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リ

セリン,蒸留水の混合液)で封入し、プレパラートを作

製する。作製したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察・

同定する。

炭化材は、 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、

種類を同定する。

7.水洗選別および種実同定

試料 l kgを秤量し、数%の水酸化ナトリウム水溶液に

入れて一昼夜放置し、試料の泥化を行った。これを0.5

nlnlの節を通して水洗し、それぞれ残澄を集めた。残澄を

訳眼実体顕微鏡で観察し、種実遺体を抽出・同定する。

これらは、種類ごとに瓶に入れて、ホウ酸とホウ砂を混

合した水溶液中に保存する。

8.土壌化学分析

リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナドモリブデン酸比

色法、カルシウムは硝酸・過塩素分解一原子吸光光度法、

腐植はチューリン法でそれぞれ行った (土壊養分測定法

委員会,1981)。 以下に各項目の操作工程を示す。

(1)リ ン酸、カルシウム

試料を風乾後、軽く粉砕して2.0011mの 舗を通過させる

(風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分を、加熱減量法

(105℃、 5時間)に より測定する。風乾細土試料2.00g

をケルダール分解フラスコに秤量 し、はじめに硝酸

(HN03)約 5Wを加えて加熟分解する。放冷後、過塩

素酸 (HC104)約 10Wを 加えて再び加熟分解を行う。分

解終了後、水で100配 に定容してろ過する。ろ液の一定

量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計

により、リン酸 (P205)濃 度を測定する。別にろ液の

一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子
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吸光光度計によリカルシウム (CaO)濃度を測定する。こ

れら測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾土あた

りのリン酸含量 (P20 5mg/g)と カルシウム含量 (CaO哩 /

g)を求める。

(2)腐植含量

風乾細土試料の水分を加熱減量法 (105℃ 、5時間)に

より測定する。風乾細土試料の一部を粉砕 し、0.5nlm Φ

のふるいを全通させる。 (微粉砕試料)。

微粉砕試料0.100～ 0.500gを 100能三角フラスコに正

確に秤 りとり、0.4Nク ロム酸・硫酸混液10mゼ を正確に加

え、約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、

0。 2%フ ェニルアントラニル酸液を指示薬に0.2N硫酸

第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減

量法で求めた水分量から、乾土あた りの有機炭素量

(Org― C乾土%)を求める。これに1.724を乗じて、腐植

含量 (%)を算出する。

Ⅲ.遺構 。層序の年代

1.試 料

(1)放射性炭素年代測定

試料は、 2号住居跡から出土した炭化材 2点 (試料呑

号7,52)で ある。

(2)テ フラ分析

基本土層である東狽1堰壁における土層の堆積時期を推

定するため、テフラ分析を行う。テフラ分析を行う試料

は、試料番号 1・ 2・ 3・ 7の計 4点である。

2.結 果

(1)放射性炭素年代測定

測定結果を表 1に示す。炭化材の年代値は、4300BP

と4710BPで あつた。

(2)テ フラ分析

分析を行った試料には、スコリアと火山ガラスが認め

られ、軽石は、どの試料にも認められなかった (表 2)。

試料番号 2に少量、試料番号 1・ 3に微量、試料番号 7

にきわめて微量含まれている。黒色を呈し発泡が不良で

あるスコリアが全点に認められ、灰色を呈し発泡がやや

不良～不良であるスコリアが試料番号 1・ 2に認められ

る。これらのスコリアは、その特徴と遺跡の地理的位置

を考慮すると富士火山の完新世の活動により噴出したテ

フラ (新期富士テフラ)に由来すると考えられる。新期

富士テフラは、泉ほか (1977)や 上杉 (1990)な どによ

り、富士山東麓を中心に最上位の宝永スコリア層 (S―

25)か ら最下位の富士黒土層 (S-0)ま で詳しく記載

されている。また宮地 (1988)に より、東麓を含めた富

士山全域におけるテフラの層序も明らかとなってきてい

る。しかし、富士山のこれらのテフラは噴出年代が異

なっていても給源が同じであるため、特徴が類似してい

るものが多い。そのため、今回のように富士火山より遠

方の地域において、テフラが累層となってそれぞれ単層

で認められない場合には、テフラの対比は困難である。

なお、宮地 (1988)の記載を参考にすれば、縄文時代中

期以降に噴出したテフラのなかで、富士火山より北方の

地域に飛来している可能性のあるものとして、約2800～

3000年前に噴出した大室スコリアや約2200年前に噴出し

た湯船第 2ス コリア、富士山北西斜面に分布する側火山

群より主に約2000年前以降に噴出したテフラなどが考え

られる。

火山ガラスは試料番号 1に少量、試料番号 2・ 3・ 7

に中量含まれている。これら全ての試料に、無色透明の

バブル型、中間型、軽石型と、褐色を呈するバブル型の、

特徴の異なる4つの火山ガラスが認められる。これらの

中で褐色を呈するバブル型火山ガラスは、その特徴から

鬼界一アカホヤ火山灰 (K―Ah:町田。新井,1978)に

由来するものである。K― Ahは、約6300年前に南九州の

鬼界カルデラから噴出した広域テフラである (町田 。新

井,1992)。 なお、無色透明のバブル型火山ガラスにも、

K― Ahに 由来するものが含まれていると考えられるが、

姶良Tn火山灰 (AT:町田 。新井,1976)に由来するも

のも混在していると考えられる。ATは南九州の姶良カ

ルデラを給源とし、約2.2-2.5万年前に噴出した広域テ

フラである (町田。新井,1992)。 無色透明の中間型およ

び軽石型の火山ガラスは、その特徴と遺跡の地理的位置

から立川ローム層最上部ガラス質火山灰 (UG:山 崎,

1978)に 由来すると考えられている。UGは浅間火山の軽

石流期の噴出物の細粒部と考えられており、噴出年代は

約1.2万年前とされている (町田 。新井,1992)。

3.考 察

(1)2号住居跡の年代

2号住居跡は、発掘調査所見から縄文時代中期頃と考

えられている。得られた年代値は、関東地方や中部地方

における縄文時代中期の年代測定値 (キーリ・武藤 ,

1982)に一致しており、調査所見とも調和的である。 2

点の試料は、年代測定値に約400年 の差がある。このよ

うな差は、各試料の樹齢の差 (東村,1990)を 反映した

可能性がある。しかし、試料が少量あるために分析処置

を簡略化しており、それによつて年代値に多少のズレが

生じている可能性もある。今後、さらに複数の試料につ

いて年代測定を行うことで、より詳細な年代のズレを把

握し、遺構の構築年代を明らかにしたい。
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り)テ フラ分析
テフラ分析の結果、AT、 UG、 K― Ahの 3つのテフラ

に由来する火山ガラスが全試料に混在して認められた。

試料番号 7が採取された暗褐色土層は、縄文時代中期と

推定される遺物包含層であり、今回検出された上記 3つ

のテフラはこれより古い時代に降灰 したものである。こ

れらのテフラは、一旦堆積したものが風によつて舞い上

がり、再び堆積することが繰り返されテフラの降灰層準

より上位に混入したものであると考えられる。したがっ

て、試料番号 7よ り上位の上層の詳細な堆積時期の推定

は、テフラ分析のみでは困難である。なお、耕作土下位

の褐色シルト層は、耕作を受けた可能性が考えられてい

るが、火山ガラスが下位まで同量程度に比較的多く含ま

れていることから、人為的な撹乱すなわち耕作を受けた

可能性もある。

Ⅳ.古植生および堆積環境
1.試 料

(1)珪藻分析

試料は、東側堰壁から採取された 2点 (試料番号 1・

8)、 24号土坑覆土の 1点、」-4深堀の 1点 (試料番号
3)の合計 4点である。

121 花粉分析

試料は、東側堰壁から採取された 1点 (試料番号 8)、

24号土坑覆土の 1点、」-4深堀の 1点 (試料番号 3)の
合計 3点である。

③ 植物珪酸体分析
試料は、東側堰壁の基本土層より採取された4点 (試

料番号 1,2・ 3・ 7)である。
2.結 果

(1)珪藻分析

結果を表 3・ 図 1に示す。珪藻化石の産出に乏しく、

東側堰壁の試料番号 1か ら産出したに過ぎない。それ以

外の 3試料は34個体以下と少ない。とくに、」-4深堀
の試料番号 3は無化石である。化石が産出した試料の完

形殻の出現率は、約50%である。産出分類群数は、合計

で18属 45種類である。東側堰壁の試料番号 1は、水域に

生育する水生珪藻と陸上の好気的環境に耐性にある陸生

珪藻とがほぼ同率で産出する。淡水生種の生態性の特徴

は、貧塩不定性種 (多少の塩分であれば耐えられ、流水

にも止水にも普通に生育する種)が優占する。水生珪藻
の産出種の特徴は流水性種で中～下流性河川指標種群

(安藤,1990:河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、

扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現し、そ

の環境を指標する可能性の大きい種群)の Achnant7だぉ

力狙ceoFa協 、肋 ゴFarFa ttucherFttθ 、流 水 不 定 性 の

GοraapねοneF2ae paryyね阿、止水性種 (止水域に生育する

種)の Frag/FarFa frοとοコθnsた が10%前後産出する。この

うちFragFFarFa ttοιοコettЫsは、貧栄養～冨栄養の水域

に生育する広域適応性種 (Asai,K.and Watanabe,T.,

1995)、 真十好アルカリ性種 (pH7.0以 上のアルカリ性

水域に生育する種 )、 流水不定性種とされるものである。

また、陸生珪藻の主なものは、分布がほぼ陸域に限られ

る耐乾性の強いA群 (伊藤・堀内,1991)の Fra圧パchヵ

ar22phioxys、  Navic,力 mytta、 Pirany力 rFa bο renガsが

10～ 20%産出する。なお、珪藻化石の産出の少なかった

東側堰壁の試料番号 8も 、産出種の傾向が試料番号 1に

似ている。24号土坑覆土は、水生珪藻と陸生珪藻とが混

在するが、陸生珪藻が多い傾向がある。

121 花粉分析

分析結果を表 4に示す。花粉化石は、 3試料ともほと

んど検出されない。僅かに検出される化石も保存状態が

極めて悪く、外膜が溶けて薄くなっている。検出される

種類は、木本花粉がマツ属・コナラ属コナラ亜属・エノ

キ属―ムクノキ属、草本花粉がイネ科・カヤツリグサ科・

ヨモギ属 。キク亜科、シダ類胞子の合計 8種類である。

③ 植物珪酸体分析
分析結果を表 5お よび図 2に示す。東側堰壁の縄文時

代包含層から採取された試料番号 7では、タケ亜科の産

出が目立ち、ウシクサ族 (ススキ属を含む)や ヨシ属も

認められる。試料番号 3・ 2・ 1も 同様にタケ亜科の産

出が目立つが、上方に向かってウシクサ族 (ス スキ属を

含む)や シバ属の産出も顕著になる。また、試料番号 2・

1では、栽培植物のイネ属も検出される。

3.考 察

(1)堆積環境について

東側堰壁の試料番号 1は、生育環境を異にする水生珪

藻と陸生珪藻がほぼ同率で産出する。水生珪藻の中には、

川や池などに由来する種、陸生珪藻の中には分布が陸域

に限られる種を含む。このような種類構成は、いわゆる

混合群集 (堀内ほか,1996)の特徴であり、周辺や上流

部の様々な環境に生育していた珪藻が堆積していること

が推定される。試料番号 8についても、産出化石が少な

いがほぼ同様の種類構成であり、同様の指摘ができる。

土坑覆土は、珪藻化石自体が少なかったが、水生珪藻

と陸生珪藻とが混在し、陸生珪藻の方が多い傾向が認め

られた①この結果から、土坑内には常時水があるような

環境ではなかったと考えられる。

」-4深堀の試料番号 3は、無化石であつた。そのた
め、珪藻分析から堆積環境について検討することは困難
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である。珪藻化石が産出されなかった理由としては、化

石が溶解・消失したことや、堆積物中に元々含まれてい

なかったことが考えられる。今後、深堀内の他の試料に

ついても珪藻分析を行い、堆積環境について検討したい。

り)古植生について
花粉化石は、 3試料ともほとんど検出されない、僅か

に検出される花粉化石は、当時、遺跡周辺に生息してい

た母植物に由来している可能性がある。しかし、検出さ

れる化石の保存状態が極めて悪いことから、花粉化石は

何らかの要因により分解 。消失したと考えられる。この

ため今回の花粉化石の産状から、当時の周辺植生を検討

することはできない。したがって、植物建酸体の結果か

ら、周辺植生について検討を加えたい。縄文時代包含層

では、保存状態の悪い中でタケ亜科の産出が目立ち、他

にススキ属、ヨシ属などが検出された。この結果から、

タケ亜科、ススキ属、ヨシ属などのイネ科植物が周辺に

生息していたことが推定される。しかし、タケ科亜科の

植物珪酸体は、他のイネ科植物と比較して風化に強く、

また生産量が多いことがこれまでの研究から指摘されて

いる (近藤ほか,1986;杉山ほか,1986)。 そのため、植

物珪酸体の残留する割合の低い土壊中でも、タケ亜科の

植物珪酸体が検出されやすいことが推定される。タケ亜

科以外の植物が占める割合は、実際には分析結果よりも

高かったことが推定される。

上位でも同様の植生が推定されるが、ススキ属やシバ

属の割合が高くなっていることから、これらの植物が生

育範囲を広げた可能性がある。また、周囲で稲作が行わ

れるようになり、その影響を受けていることがうかがえ

る。

V.住居構築材および燃料材の用材
1.試 料

(1)炭化材

2号住居跡で使用された、住居構築材および燃料材と

みられる床面出土炭化材と炉内出土炭化材計100点であ

る (表 6)。

121 植物珪酸体分析

分析試料のうち、炉試料は 3点 (1号 ・2号 。4号住

炉跡)である。

2.結 果

(1)樹種同定

樹種同定結果を表 6に示す。炭化材は全て落乗広棄樹

のクリであった。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・クリ(aЯ s協盟ca cre盟 2協
'eb.θ
とZ,cc.)ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 1～ 4列、子し圏外で急激～やや緩

やかに管径を減じたのち、漸減しながら火災状に配列す

る。同管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。

② 植物珪酸体分析
分析結果を表 7・ 図 3に示す。炉跡覆土の最下層に当

たる 3層では、珪化組織片が全く認められない。単体の

タケ亜科の産出が目立ち、ウシクサ族やヨシ属も認めら

れる。

2号住居跡で検出された炉跡覆上の最下層に当たる 6

層 (焼土)で も、珪化組織片が全く認められない。また、

単体のタケ亜科の産出が目立つ。

4号住居跡で検出された炉跡覆土の最下層に当たる 4

層 (焼土)で も、同様に珪化組織片は認められない。単

体の植物珪酸体の検出個数は少ないが、その中ではタケ

亜科の産出が目立つ。

3.考 察

(1)住居構築材の用材

住居構築材と考えられる炭化材は、 2号住居跡の炉周

辺の床面上から出土している。垂木や板材等の部材が推

定されている試料もあるが、細片で部位の詳細が不明な

試料もある。樹種は全てクリであった。このことから、

住居構築材は、基本的にクリを主とした用材が行われた

ことが推定される。同様の例は、隣接する関東地方でも

確認されている。(千野,1983,1991;高 橋・植木,1994)。

山梨県では、白州町上北田遺跡や社口遺跡などで、縄文

時代の炭化材にクリが確認されている(パリノ・サーヴェ

イ株式会社,1993b;植 田,1997)。 これらの結果から、本

地域においても。縄文時代中期頃の住居構築材にクリが

多く利用されていたことが推定される。このようにクリ

が多用された背景には、クリが植物食料としても重要な

種類であることから、安定した収量を確保するために栽

培されていた可能性が指摘されている (千野,1983)。 現

在栽培されているクリは、 9年生～10年生以後から20年

生前後の樹齢が成果期であり、一般に20年生以後は年毎

に収量が減少する (志村,1984)。 若木を保護・管理 して

収量を安定させ、収量の落ちた老木は伐採して若木に替

え伐採 した木材は用材として利用した可能性が考えられ

ている (千野,1983)。 本遺跡についても同様の可能性が

あるが、現時点では詳細は不明である。

② 燃料材の用材
2号住居跡では、住居の中央付近に構築された炉内か

らも炭化材が出土している。これらも住居構築材と同様

に、全てクリであつた。このことから、クリが住居構築

材以外に燃料材としても利用されていたことがうかがえ

る。同様に、クリ材が容易に入手できたことを示 した結
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果といえる。クリは、比較的堅い材質を有することから、

燃料材として利用するためには、火を付けるために車本

類を利用していたことが推定される。草本類ではイネ科

植物が代表的であるが、炉内の土壌試料で行った植物珪

酸体分析では珪化組織片が全く認められず、イネ科草本

類の利用については確認できなかった。なお、珪化組織

を持たない他の草本類などが利用されていた可能性もあ

るが、今後の検討課題である。

Ⅵ.木製品の用材
1.試 料

低地部から採取された時期不明の木製品 3点である。

各試料の詳細は、樹種同定結果とともに表 8に記した。

2.結 果

樹種同定結果を表 8に示す。試料は、針莱樹 2種類

(モ ミ属・ヒノキ属)と広葉樹 1種類 (ハ ンノキ属)に

同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・モミ属 (AbFes)マ ツ科

試料は保存が悪く、年輪界で割れている。仮道管の早

材部から晩材部への移行は比較的緩やか。放射組織は柔

細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁

が認められる。分野壁孔はスギ型で 1～ 4個。放射組織

は単列、 1～20細胞高。
・ヒノキ属 (CF22口 aCC,parFs)ヒ ノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急

で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認めら

れる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑

らか。分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は

単列、 1～ 15細胞高。
・ハンノキ属 似れ,G)カバノキ科
試料は保存状態が悪い。散孔材で、管孔は単独または

放射方向に2～ 4個が複合して散在する。道管は階段穿

孔を有する。放射組織は同性、単列、 1～ 3研田胞高。

3.考 察

曲物の底板あるいは蓋は、 2点 とも針葉樹材であり、

ヒノキ属とモミ属が確認された。このうち、ヒノキ属に

ついては、同様の例が全国各地で確認されている (島地・

伊東,1988)。 これは、民俗事例 (成田,1996)と も一致

している。この背景には、ヒノキが木理が通直で均質な

ために薄い板をとりやすいこと、耐水性・防虫性などに

優れていること等考えられる。一方モミ属は、加工は容

易であるが、ヒノキ属に比較すると材質が劣る。しかし、

本地域では扇状地や山地斜面などに普通にみられる種類

である。このことから、周辺で入手できる木材を利用し

たことが推定される。これがヒノキ属の代用としての利

用か、地域的な特徴なのか現時点では不明である。

一方、椀はハンノキ属であった。民俗事例では、ケヤ

キ、 トネリコ属、ブナ属、 トチノキなどが代表的である
が、その他にも多 くの種類が利用されている (橋本 ,

1979)。 長野県内では、ハンノキが不U用 される地域もあ

る。これらのことから、本地域でも椀の材料としてハン

ノキ属が普通に利用されていた可能性がある。しかし、

現時点では詳細は不明であり、今後さらに資料を蓄積し

たい。

Ⅶ.植物利用について

1.試 料

試料は、いずれも縄文時代の住居跡の覆土で、Ⅱ区 4

号住居炉の 4層、 I区 2号住居炉の 6層 、 I区 1号住居
炉の 3層 の 3点である。

2.結 果

種実遺体はE区 4号住居炉の 4層からニワトコが 1個

体、 I区 1号住居炉の 3層からタデ属が 1個体検出され

たのみである。残澄のほとんどが薬品処理で泥化できな

かった暗赤褐色の土鬼が多く、その他細礫や鉱物粒など

も含む。以下に検出された種類の形態的特徴を示す。

・ニワトコ 儀 口b口ε♂s ttsemOsa L.subspす eboだねna

仰町口eり Hara)ス イカズラ科ニワトコ属

種子が検出された。黒色。長楕円形で、大きさは21m

程度。下側に勝があり、表面には横軸に平行なしわ状の

模様が存在する。

・タデ属 (PoFygon口阿 sp.)タ デ科

果実が検出された。大きさは 2 nlln程度。 3陵形で表面

は薄くて堅く、平滑で光沢がある。

3.考 察

検出された種実はいずれも炭化していなかった。この

ことから、今回検出された種実は炉が機能していた時の

ものではなく、遺構が廃絶後の埋積過程で混入したもの

と考えられる。すなわち、当時の状況を直接反映してい

るものではないと思われる。ニワトコは林縁部に生育す

る低木類であり、タデ科は人里近くの草地に多くみられ

ることから、いずれの種類も遺跡付近の植生に由来する

と思われる。

Ⅷ。埋養への遺体埋納の可能性

1.試 料

住居跡内で検出された埋甕について、遺体痕跡の検証

を目的とし、覆土の残留成分の測定を行った。分析項目

は、遺体成分として多量に含有されるリン酸、カルシウ

ム (骨の主成分)お よび腐植含量を選択した。なお、対
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象とした試料は、 I区 2号住埋甕内の土およびⅡ区4号

住埋甕内の土の 2′点である。

2.結 果

分析結果を表 9に示した。対象とした試料の土性はSi

CL(シ ルト質埴壌土)～CL(埴壊土)と 、基本的に細

粒質であり、火山灰土壌の特徴を有す。また土色は10Y

R3/2～ 3洛 と黒褐色から暗褐色を呈 し、これまでに有機

物が供給されたことが指摘される。分析結果では、腐植

含有量は I区 2号住埋甕内の土で3.12%、 Ⅱ区 4号住埋

甕内の土で5,42%であり、基本的には土色の黒色度と対

応した関係にある。リン酸含量については、 I区 2号住

埋甕内の土で2.07P205哩/g, Ⅱ区 4号住埋甕内の土で

2.31P20 5mg/gで あり、腐植含量の推移と類似した増減

を示す傾向にある。一方、カルシウム含量については、

3.78～ 4.59CaOmg/gに あったが、土壌中に含まれるカル

シウムの総量を考慮すれば全体的に低い傾向にあると考

えられる。

3.考 察

土壌中に普通に含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存

量については、いくつかの報告事例があるが (Bowen,

1983;Bolt・ Bruggenwert, 1980;チ |1崎ほか, 1991;天

野ほか,1991)、 これらの事例から推定される天然賦存量

の上限は約3.OP20 5mg/g程 度である。また、人為的な影

響 (化学肥料の施用など)を受けた黒ボク土の既耕地で

は、5。 5P205 mg/g(川 崎ほか,1991)と ヤヽう報告例があ

り、当社におけるこれまでの分析調査事例で、骨片など

の痕跡が認められる土壌では6.OP2 0 5mg/gを 超える場

合が多い。一方、カルシウムの天然賦存量は普通 1～ 50

CaOmg/g(藤 貫,1979)と いわれ、含量幅がリン酸より

も大きいことから、ここでは補助的なものとして結果を

示した。分析結果をこのリン酸、カルシウムの天然賦存

量と比較した場合、リン酸、カルシウム含量ともに両試

料とも天然賦存量の範囲内にあることが明らかであり、

遺体埋葬の痕跡を支持するものとは考えにくい。
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表 1 放射性炭素年代測定結果

1)年代は、1950年 を基点とした年数。
2)放射性炭素の半減期は、5570年 を使用 した。

1.新期富士テフラのスコリア (東側堰壁 ;2)

l mm

ー
Scス コリア.bw iバ ブル型火山ガラス.pm i軽石型火山ガラス

い ＼

bw＼

火山ガラス 7)

オ　
ｂＷ
　
一　
　
　
　
錬

ジ
側lFF壁 :

0.5nlr

図版 1 テフラ

表 2 テフラ分析結果

凡例 ― :含まれない (十 ):き わめて微量  十 :微量  十十 :少量  十十+:中量  十十十十 i多量
B:黒色 G:灰色 g:良好 sg iやや良好 sb iやや不良 b:不良 最大粒径はlnlll
cl:無色透明 br i褐色 bw iバブル型.mdi中 間型,pm i軽石型

遣構名 出上位置 番 号 試料の質 年代値
誤  差

Code No
+2σ -2σ

2号住居跡 床  面
7 炭化材 4300 PAL-627

災化材 4710 PAL-628

料
号
試
番

ス コリア 火山ガラス 軽石
由来するテフラ

旦
皇 色調・発泡度 最大粒径 色調・形態 皇皇

1

2

3

7

十

十 十

十

(十 )

G・ sb～ b,B・ b

B・ b,G・ sb～ b

B・ b

B・ b

22

15

■3

■0

十 十

十 十十

十 +十

十 十■

C

C

C

C

bw,cI・ pal,c

bttr,cI・ p■1,c

b郡/,cI・ p■1,c

bふパ/,cI・ pHl,c

md,br・ b、v

md,br・ b、v

md,br・ b、v

md,br・ bw

新期富士テフラ,K一 Ah,UG,AT

新期富士テフラ,K― Ah,UG,AT

新期富士テフラ,K― Ah,UG,AT

新期富士テフラ,K― Ah,UG,AT
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表 3 珪藻分析結果

種

Nitzschia )L罰れith

Achnanthes lanceolata

Achnanthes ninutissima

Achnanthes spp.

Breb.)Grunow
Kuetzing

AnoHloeoneis brachysira(Breb.)儀 unow
Caloneis aerophila Bock

Caloneis hyalina lustedt
Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr.)Cleve

Cymbella aspera (Ehr )Cleve
Cymbella silesiaca Bleisch

Cymbella subaequalis Grunow

Cymbella tumida (Breb. ex Kuetz.)V.Heurck
Cymbella turgidula Crunov

Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzov

Eunotia flexuosa lBreb.)Kuetzing
Eunotia praerupta Ehrenberg

Eunotia praerupta var. bidens Grunow

Eunotia spp.
Fragilaria alpestris Krasske

Fragilaria capucina Desmazieres
Fragilaria crotonensis Kitton

Fragilaria uina (Nitzsch)と ange―Bertalot

Fragilaria vaucheriae (Kuetz.)Petersen
Fragilaria virescens Ralfs

Fragilaria spp.
Frustuha vulgaris(Thv・dit.)De Toni
Comphonema acuninatum Ehrenberg

Comphonett angustatum(Kuetz.)馳 benhorst
Gomphonema parvulum Kuetzing

Hantzschia amphioxys (Ehr.)CrunOw

Navicula angusta Crunow
Navicula cf. caterva HOhn & Hellerman

Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt

Navicula mutica Kuetzing
Navicula spp.

Neidium alpinum Hustedt
Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer

Neidium spp.
Nitzschia spp.

Pinn■laria borealis Ehrenberg

Pinれ uユ aria obscura Krasske
Pinれularia schoenfelderi Krammer

Pinnularia subcapitata Cregory

Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg

Pinnularia spp.

Rhoicosphenia abbreviata (Ag。 )とange―B.

Rhopalodia gibba (Ehr.)0.Muller

Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow

Sellaphora rectangularis (Creg。 )Lange― B.&Metzeltin
Stauronels obtusa Lagerstedt

海水～汽水生種合計
汽水生種合計
淡水～汽水生種合計
淡水生種合計
FI湛イイ石総級

1

1

2

1

4

22

1

2

1

1

3

1

1

2

1

1

1

1

1

5

7

1

1

1

1

1

3

ｍ
ｕｎｋ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｍ
ｉｎｄ
ｈｏｂ
ｈｏｂ
ｈｏｂ
戯
献
ｉｎｄ
ｉｎｄ

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh ind

Ogh― unk
Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh一unk

Ogh unk
Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh―unk

Ogh― hil

Ogh― ind

Ogh― hil

Ogh― ind

1-iユ

1-il

1-il

l― il

1-il

l― il

l― il

l― il

l― il

l-11

1-il

l― il

1-il

l― il

卜 il

ind

1-ph

ind

ind

ind

ind

l―ph

ind

l―ph

l―ph

l―ph

unk

unk

ind
l―ph

ind

r―ph

l―ph

unk
ind

l―ph

ind

ind

ind

ind

ind

l―ph

ｎｄ

ｎｄ

ｎｄ

ｎｄ

ｎｄ

ｎｋ

弾

ｎｄ

ｎｄ

ｎｄ

ｎｄ

凡例          
―

H.R.:塩分濃度に姑する適応性 pH:水素イオン濃度に対する適応性 C.R.
al-11 :好アルカリ性種      1-ph
ind  :pH不倉性種      ind
ac-11   :夕子膏姿tと布圭                r― ph

unk  :pH不 明種       unk

Ogh一Mch
Ogh― hil

Ogh―ind

Ogh― hob

Ogh―unk

淡水―汽水生種

貧塩好塩性種
貧塩不忠性種

貧塩嫌短性種
貧塩不明種

流水に対する迦悪性
:好止水性種
:流水不定陛種
:好流水性種
:流水不明種

綿 標緋
K:中～下流性河川指標種,0:沼沢湿地付着生種 (以上は安藤,1990)
S:好汚濁隆種,U:広域適応性種,T:好清水性種 (以上はAsai,K.&Vatanabe,T.,1986)
R:陸生珪藻 tRA:A群,RB:B群,RI群、伊藤・堀内,1991)
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園 l 主要珪藻化布群集
淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水4i種の4t態性の比率は淡水1に種の合計を基数として ET分率で

算出した。いずれも 100個 体以 L検出された試料について示す。なお、十は 100個 体未満の試料について検出した種類を示す。

マツ属
ヨナラ属
エノキ属
草本花粉
イネ科
カヤツリ
ヨモギ属
キク亜科
不明花粉
シダ類胞子

コナラ亜属
―ムクノキ属

グサ科

1

2

イネ族イネ属
タケ亜科
ヨン属
ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型

な経嘉鍋腿琳一―
イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族
ンバ属

6

1

1

一

・・９

９

１３

５

３３

３０

２２

一
　

一

４４

一

２９

一

‐０３

５

１８

・４

３３

２７

２８

一
　

一

６２

１

２０

１

５８

９

４８

２３

３８

３０

３〇

一

１

５４

３

３８

‐５

５３

３３

３２

一

一

１

１

寿

鵬

‐

‐

Ｌ

ｒ

‐

Ｅ

」

Ｔ

‐

山

Ｔ

Ｉ

山

イ

ー

ー

． ．

1

2

1

2

10シダ類胞子

1    4
22    30
1     2
20    63
31    21    -―    ――

刀く  ワロ                           33    54    39    41
合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体 229   237   228   231
イネ科葉身機動細胞珪酸体    108 174 122 H4
黎へ  言+                        337  411   350   345

亜  不
科   け]

合計

木本花粉

草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総 計 (不明を除く)

つ
々

９

２

４

１

０

１

‐０

‐２15        11

機嗣徽脚咄触肺□中一［中中［山一［中「［中中

試
料
器
サ

　

ー
　
　
２
　
　
３
　
　
７

タ
ク
亜
科

イ
ネ
族
イ
ネ
属

イ
チ
ゴ
ツ
サ
ギ

ウ
ン
ク
サ
族
ス
ス

図2 東側Ik雌 の植物珪酸体辞集
出現率イi、 イネ科業部短細胞珪酸体、

を基数として百分率で算出した。なお、

イネ科案身機動細胞珪酸体の総教

●Oは 1%未満の種類を示す。

表4 花粉分析結果 表 5 植物珪酸体分析結果

タ
ケ
嘔
科

イ
ネ
族
イ
ネ
属
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図版 2 珪藻化石・花粉分析プレパラー ト内の状況

か
け
　
　
　
ど

Ｌ
ｂ

‐３
1. Fraすlari2 crOtOnttsi5 Kitton(東 側堰壁 , 8)
2.Fraゴ協力 crOt94釦誌 Kitton(東側堰壁 ;1)
3.Fragilari2聰 utterFac(Kuetz)Petersen(東 側堰壁 ;1)
4.COraapF20r2θコ,pary口/vna Kuet2ing(東側堰壁 ;1)
5。 却榜�cuFa n2口 と

'ε

β Kuetzing(東側堰壁 ;1)
6. FFa盟 αrari2 bore2/i9Ehrenberg(東 側堰壁 ; 1)
7 RねOθοsphen力 abbrevi2抽 (Ag)Lange B(東 側堰壁 ,1)
8,StturO取お teylera Hustedt(東側堰壁 ,1)
9.A働盟atttF2esね塑cθ 9Faとc(Breb)GrunOw(東 側堰壁 ;1)
10.Acranant/2eSね コCe,2怖 (Brebぅ CrunOw(東側堰壁 ,8)
11.花粉分析プレパラート内の状況写真 (」 -4深堀 ;3)
12.花粉分析プレパラート内の状況写真 (東側堰壁 :8)
13.花粉分析ブレパラート内の状況写真 (24号土坑覆土 )

100μ m

(11-13)

畠

警

二砲、
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幾

藍

筵
範

夢
．

　

　

　

　

３

・　
　

‐
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
也

ム　

　

　

　

益．
　
減
帯
攣
ｒ

薦

韓‐・詠
5

1.イ ネ属短細胞珪酸体 (東側堰壁 ;2)
2.タ ケ亜科短細胞珪酸体 (I区 2号住居炉址 ;6層 )
3.タ ケ亜科短細胞珪酸体 (東側堰壁 ;7)
4.ススキ属短細胞珪酸体 (東側堰壁 ;6)
5.イ テゴソナギ亜科短細胞珪酸体 (東側堰壁 ;3)
6。 イテゴソナギ亜科短細胞珪酸体 (東側堰壁 ;6)

11

7.イ ネ属機動細胞珪酸体 (東側堰壁 ;2)
8.タ ケ亜科機動細胞珪酸体 (東側堰壁 ,7)
9.タ ケ亜科機動細胞珪酸体 (I区 2号住居炉址 ,6層 )
10.ウ シクサ属機動細胞珪酸体 (東側堰壁 ;6)
11.シバ属機動細胞珪酸体 (東側堰壁 ;6)

図版 3 植物珪酸体

-19-



ウガ好”妙オ磐剤脚山‐‐‐‐」ＬＬ‐田山田Ⅲ円‐‐十‐＋‐‐‐‐‐

機動細胞珪酸体

llX lオ住居炉址 8層

I区 2号住居炉址 6層

I区 1サ住居炉址 4婚

0        50        100%

図3 炉試料の植物珪酸体群集
出現率は、イネ科案部短和H胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率
で算出した。なお、●は 1%未満の種類、+はイネ科業部短細胞珪酸体で200個未満、イネ科
案身機動細胞珪酸体で 100佃未満の試料で検出された種類を力(す。

表 7 炉l■内試料の植物珪酸体分析結果
NS072

1区 1号  I区 2号  Ⅱ区4号
住居炉址

試料番号    3層    6層    4層

試
料
名

―
―
―
不
明

ウ
シ
ク
サ
族

ヨ
シ
属

イネ科業部短糸Ⅲ胞珪酸体

タケ亜科

ヨン属

ウンクサ族ススキ属

イチゴツサギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンテク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

タケ亜科

ヨン属

ウシクサ族

不 明

１

５

　

一
　

１

一
　

　

３‐

　

一
　

一
　

２

３‐

５

１２

８

１７

‐５

‐７
一
　

Ю

２

１０

９

」
ト
ーー
．，

Ｉ
Ｌ
ロ
ト
ー
ー
ト
ト
ー

ー
ー
ー
ト
ー
ー
ｒ
ｌ
ｌ

221 38

3

5

14

1

5

49

1

7

計

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総 計

205      218

131        33

336      251

…
 200vm i

- 200μ
m :

2 mm

la

lb,c

(2,3)

クリ (2号住居炉内 ,7)  a:木 口,
ニワトコ (Ⅱ 区 4号住居炉 ,4層 )
タデ属 (I区 1号住居炉 ;3層 )

b:柾目, ci板目

図版 4 炭化材・種実遺体
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表6 樹種同定結果
潰 構 名 採取位置 用 途 番 号 遺 構 名 採取位置 用 途 番 号

2号住居跡 床  面 住居構築材

1 ク リ

2号住居跡

床  面 住居構築材

51 ク 1,

2 ク 1

つ
る
医
υ ク リ

3 ク リ 53 ク リ

4 ク リ 54 ク 1

5 ク リ 55 ク リ

6 ク リ 56 ク リ

7 ク リ 57 ク 1〕

8 ク リ 58 ク リ

9 ク リ 59 ク リ

10 ク リ 60 ク リ

ク リ 61 ク 1

ク リ 62 ク リ

つ
０ ク リ 63 ク リ

ク リ 64 ク 1

ク i 65 ク リ

ク リ 66 ク リ

，
′ ク リ 67 ク 1

18 ケ i, 68 ク リ

ク リ 69 ク リ

ク リ 70 ク iザ

ク i, 71 ク 1,

ク 1 72 ク リ

ク リ 73 ク リ

ク リ 74 ク リ

ク 1 75 ク リ

26 ク リ 76 ク リ

27 ク リ
ワ
‘
ワ
‘ ク 1

28 ク i 78 ク リ

29 ク リ 79 ク リ

30 ク リ 80 イタ 1

ク 1,

炉  内 燃料材

ク リ

ク リ 2 ク リ

ク リ
Ｏ
υ ク 1,

34 ク 1ザ ク 1,

ク 1ザ 5 ク リ

ク リ 6 ク 1ザ

37 ク リ 7 ク i,

38 ク リ 8 ク リ

39 ク リ 9 ク リ

40 ク リ 10 ク リ

41 ク リ 1 ク リ

ク リ ク リ

43 ク リ ク リ

44 ク リ ク リ

45 ク リ 15 夕 i

46 ク 1 ク i,

刀
仕 ク リ ク リ

48 ク リ 18 ク i'

49 ク iナ ク リ

50 ク リ 20 ク リ

表8 木製品の樹種同定結果
地  区 グリッド 番  号 用  途 樹 種

I区
F-4 巾物 の底板 ヒノキ属

F-4 底or蓋 モ ミ属

― 氏 15942 椀 ハ ンノキ属

表9 土壌理化学分析結果
地 区 潰 構 名 式料 名 土  性 土 色 腐植含量 (%) P205 (IPIg/g) Cao(mg/g)
I区 2号住居跡 埋 の 上 SiCL 10YR 3/3 暗褐 3.12 207 3.78

Ⅱ区 4号住居跡 埋奉内の十 CL 10YR 3/2 黒 4rL 刀
■

つ
々 4_59

1)土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)に よる。
2)土 性 :土壊調査ハンドブック (ペ ドロジスト懇談会編,1984)の 野外土性による。

SiCL・ ・・シルト質埴壌土 (粘±15～ 25%、 シルト45～ 85%、 砂 0～40%)

CL・ ・・埴壌土 (粘±15～ 25%、 シルト20～45%、 砂 3～ 65%)
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付編2:越中久保遺跡出土土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山梨県長坂町に所在する越中久保遺跡では、縄文時代

とされる住居跡等の遺構が検出されており、土器を中心

とした該期の遺物も出土している。出土した土器は、縄

文時代早期 。前期初頭～後期初頭に至るまでの比較的長

い期間にわたる様々な型式が認められている。これらの

型式の中には、文様等の特徴から、南関東や東海地域あ

るいは信州地域に分布の中心があるとされているものが

あり、越中久保遺跡の地理的位置を考慮すると、これら

の地域との関係が示唆される。その関係をさらに具体的

に検証する方法として、土器の胎土分析がある。

土器の胎土を構成するものは砂や粘土であり、砂や粘

上を構成している鉱物や岩石片の種類構成を比較するこ

とにより、出土した土器間の異同を認識することができ

る。ある遺跡において胎上の異なる土器が混在したり、

逆に単一の胎土ばかりであるというような状況は、その

遺跡における土器の製作や移動に関する何らかの事情を

反映しているということがいえる。さらに、胎上の鉱物

組成や岩石種構成は、砂や粘土が土器の材料として採取

された場所の地質学的背景を反映しているから、周辺地

域における既存の地質情報との比較により、土器の地域

性についても考えることができる。

今回の分布調査では、越中久保遺跡から出土した縄文

時代前期、中期、後期の各時期にわたる土器について胎

土の特徴を捉え、施文や型式などの分類と胎土との対応

関係を検証する①また、胎土から推定される地質学的背

景と遺跡周辺の地質との比較も行い、出土した土器の地

域性についても考える。

1.試  料
試料は、越中久保遺跡から出土した縄文土器片30点で

ある。試料には試料番号 1～ 25ま での番号が付けられて

いるものと、①～⑤までの番号が付けられているものと

がある。試料とした縄文土器の時期は、前期初頭、前期

後半、前期末、中期初頭、中期前半、中期後半、後期初

頭の各時期にわたる。各試料の出土地点、時期、施文や

型式などは、分析結果を呈示した図 1に併記する。

2.分析方法
粘土分析には、現在様々な分析方法が用いられている

が、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める方法と化

学組成を求める方法とがある。前者は重鉱物分析や薄片

作製などが主に用いられており、後者では蛍光X線分析

がよく用いられている。本分析では、重鉱物分析を用い

る。この方法は、縄文土器のような比較的祖粒を含む胎

上の分析において、胎上の特徴が捉えやすいこと、地質

との関連性を考えやすいことなどの利点がある。以下に

処理過程をのべる。

試料は、適量をアルミ製乳鉢で粉砕、水を加え超音波

洗浄装置により分散、#250の分析節により水洗、粒径1

/16alm以 下の粒子を除去する。乾燥の後、舗別し、得られ

た1/4alm-1/8111mの 粒子をポリタングステン酸ナトリウム (比

重約2.96に調整)に より重液分離、重鉱物のプレパラー

トを作製した後、偏光顕微鏡下にて同定した。鉱物の同

定粒数は、250個 を目標とした。同定の際、不透明な粒に

ついては、斜め上方からの落身寸光下で黒色金属光沢を呈す

るものを「不透明鉱物Jと して、それ以外の不透明粒およ

び変質等で同定の不可能な粒子は「その他Jと した。

3.結  果
各試料の分析結果を表 1お よび図 1に示す。胎土は、

斜方輝石の多い組成、単斜輝石の多い組成および角閃石

の多い組成に大きく分けられるが、それらの鉱物の量比

関係と他に少量伴う鉱物の種類とから、本分析結果は、

以下に述べるa～ kま での11種類に分けることができた。

a類 :斜方輝石が非常に多く、少量の単斜輝石、角閃石、

不透明鉱物を伴う。

b類 :斜方輝石が最も多いが、角閃石も中量含まれる。

単斜輝石と不透明鉱物は、少量である。

ctt i b類 に似るが、単斜輝石が微量しか含まれない。

d類 :斜方輝石、単斜輝石、角閃石の 3鉱物がほぼ同量

程度ずつ含まれる。

e類 :斜方輝石が最も多いが、単斜輝石も中量含まれる。

角閃石と不透明鉱物は少量である。

f類 :単斜輝石が最も多く、中量の斜方輝石が含まれ、

少量～微量の角閃石および不透明鉱物を伴う。

g類 :角閃石カツト常に多く、少量の斜方輝石と不透明鉱

物を伴う。

h類 :角閃石が最も多いが、中量の不透明鉱物が含まれ、

少量の斜方輝石を伴う。

i類 :ほ とんど角閃石からなり、微量の斜方輝石を伴う。

j類 :ほ とんど角閃石からなり、微量の斜方輝石と酸化

角閃石および緑レン石を伴う。

k類 :角閃石カリF常に多く、少量のザクロ石と不透明鉱

物および微量の電気石を伴う。

上記の分類のうち、a～ c類は斜方輝石の多い胎土、d

～f類は単斜輝石が最も多いか、a～ c類に比べて相対的
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に多い胎土、g～ j類は角閃石の多い胎土、k類は角閃石の

多い胎土ではあるがザクロ石が特徴となる胎土といえる。

各試料の胎土分類を図 1に示すとともに、試料の時期

および型式などの分類と胎土分類とを対応させた表を表

2に示す。30点 という点数の中での傾向としては、a類

は前期と後期に、b類は前期と中期にみられ、d類 とf類

は中期、g～ i類は前期に多い傾向がある。また、k類は木

島式の上器に限定される。

4.考  察
長坂町の位置する人ヶ岳南麓地域周辺の地質について

は、甲府盆地第四紀研究グループ (1969)な どの資料が

ある。また、河西他 (1989)で は、縄文時代中期末の土

器胎土分析のために、人ヶ岳南麓地域周辺の河川砂につ

いて岩片組成および重鉱物組成を明らかにしている。同

文献によれば、人ヶ岳南麓地域周辺の河川砂は、釜無川

右岸狽Jの釜無川地域、釜無川と塩川に挟まれた人ヶ岳南

麓地域、塩川左岸側の塩川地域の 3地域でそれぞれ特徴

が把握されている。具体的には、釜無川地域では花筒岩

類とその構成鉱物 (重鉱物では黒雲母や角閃石)が優勢

であり、人ヶ岳南麓地域では安山岩とそれに由来する単

斜輝石と斜方輝石が多く、塩川地域ではデイサイトが検

出されることが特徴であり、重鉱物では単斜輝石と角閃

石が比較的多いとされている。この分析結果は、薄片作

製によるモード組成であり、本分析結果とは単純には比

較することができないが (例えば、黒雲母については、

本分析方法では重鉱物の中に入らない)、 傾向として参

考になるデータである。今回の分析で分類した胎土のう

ち、g～ j類は、おそらく釜無川地域に相当する可能性が

あり、f類は入ヶ岳南麓地域、d.e類はおそらく塩川地域

に相当するのではないだろうか。a～ c類のように斜方輝

石が多い砂は、上記の河西ほか (1989)の 分析例では認

められず、河西 (1089)に よる甲府盆地内の各河川砂に

も認めることはできない。k類 についても同様にザクロ

石を特徴的に含む分析例は、上記文献で認められない。し

たがって、a～ c類およつ注類は、人ケ岳南麓から甲府盆地

までの地域以外の地域に由来が求められる可能性がある。

現時点で上記の地域性を表 2に当てはめてみると、以

下のことが言える。まず、縄文前期初頭の土器は、越中

久保遺跡とは釜無川を挟んで対岸の地域からの土器と

入ヶ岳南麓～甲府盆地外の地域からの土器が混在し、前

期後半から中期初頭までの土器は釜無川地域からの土器

からなり、中期前半から後期初頭までの土器は入ヶ岳南

麓地域と八ヶ岳南麓～甲府盆地外の地域とが混在すると

いう状況になる。なお、k類 については、角閃石とザク

口石という組み合わせ、さらに電気石や紅柱石などの鉱

物も含まれることと、愛知県から静岡県にかけての東海

地域に分布の中心がある木島式に限定されることを考慮

すると、花南岩および片麻岩などから構成される領家帯

と呼ばれる地質に由来する可能性がある。領家帯の分布

は、天竜川沿いから愛知県東部に伸びており、k類の地

域性としてこの地域を想定することができる。

以上に述べた各胎上の地域性は、まだ検証資料に乏し

く、今後のさらなる分布例を必要とする。特にa～ c類に

ついては、八ヶ岳南麓～甲府盆地までの地域内に本当に

認められないのか、今回と同様の分析手法により確かめ

なければならない。しかし、少なくとも表 2に示したよ

うに、越中久保遺跡の縄文土器は、製作事情の異なる土

器が混在し、その混在状況は時期によって変化している

ことは明らかである。また、木島式のように異地性の非

常に高い土器の混在も確かめられた。周辺域における土

器および自然堆積物の分析例が蓄積されることがあれば、

各胎土の地域性はより確実となり、人ヶ岳南麓地域にお

ける縄文土器の動態に追れるものと期待される。
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表 1 重鉱物分析結果
試
料
番
号

カ

ン

ラ

ン

石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

ザ
ク
ロ
石

緑
レ
ン
石

電
気
石

紅
柱
石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計
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表 2 土器の分類と胎土

試料番号

⑤

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

①

②

③

④

23

24

25

凡例Eヨ

圏

10叫

カンラン石厖吻 斜方輝石尽∝ 革斜輝石 目 角閃石匡藝 醐 摩承肩
ザクロ石 目 電気石 ■ 不透明鉱物躍翻 その他

図 1 胎土重鉱物組成
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時  期 型式 な ど C d e f g h

縄文前期初頭

1

含繊維、縄文施文 1

木島式
曾 繊 経 、 縄 更 茄 文 V冗線 紬 2

_日 U 諸磯式 1

:前期末 +=華 綿
:中期初頭 五領 ヶ台デ

裕沢式 1

縄文中期前半 新道式 1 1

藤内式

縄文中期後半
曽利系 2
加曽利E系 1

絹支後期初頭 称名寺式 1 1

胎 土 出土地点 時期 備 考

I区 1-4,12424 縄文前期初頭

I Ett」 -5CH15568 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文

h I tt」 -3CH5849 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文

h I区 00 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文

k I tt」 -5CH14591 縄文前期初頭 木島式

k I区 I-3CH4340 縄文前期初頭 木島式

k I Ett」 -3CH7960 縄文前期初頭 木島式

h I tt」 -4AN83 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文沈線施文

a I区 」-5N116756 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文沈線施文

a I tt」 -5CH15806 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文沈線施文

g I tt」 -5CH15582 縄文前期後半 諸磯式

g I 区 I-4.7213 縄文前期後半 諸磯式

1 I tt」 -3 縄文前期後半 諸磯式

1 I tt I-2 縄文前期末 十二菩提式

1 I tt Y01.164 縄文前期末 十二菩提式

1 I tt」 -4AN 縄文中期初頭 五領ヶ台式

1 I tt I-3-括 縄文中期初頭 五領ヶ台式

I Ett Y02.247 縄文中期前半 格沢式

I tt Y02.125 縄文中期前半 格沢式

I tt Y01,KI.438 縄文中期前半 新道式

」 I tt Y02.232 縄文中期前半 新道式

f I tt」 -5K116811 縄文中期前半 藤内式

f 縄文中期前半 藤内式

I区 1-4p24 縄文中期曽利系

f I tt F-2 1 0 5 6 5 縄文中期曽利系

b I Ett Y02,313 縄文中期加曽利 E系

d I区 Y01,B,6 縄文中期加曽利 E系

C I tt Y01.C2.29 縄文後期初頭 称名寺式

I tt Y02.139 縄文後期初頭 称名寺式

a I区 Y01.14 縄文後期初頭 称名寺式



一驚

類

調

１
・
線

Opx

…
C2.29 縄文後期初頭 称名寺式 ,23) 4.d類 (I tt Y01,B,6 縄文中期加曽利E系 ,④ )

(I tt」 -5N116756縄文前期初頭 含繊維、縄文施文沈  2.b類 (I ttJ-5 CH5568縄 文前期初頭 含繊維、縄文施文:1)

|1領題題L

み鱗

5.e類 (I ttY02.139 縄文後期初頭 称名寺式 ,24)    6.f類 (I ttJ-5K116811 縄文中期前半 藤内式 ;21)

図版 1 胎土中の重鉱物(1)
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Ｈ

Ｉ

為

7213 縄文前期後半

諸磯式 ;12)

クロ石.Opq:不透明鉱物 .

1拳
8.h類7.g類 (I tt I-4.

L娘
9.i類 (I tt」 -3 縄文前期後半

Opx:斜方輝石.Ho:角閃石.G:ザ

(I区00 縄文前期初頭 含繊維、縄文施文 ;3)

10.k類 (I tt I-3 CH4340 縄文前期初頭 木島式 ,5)

0.5aln

図版 2 胎土中の重鉱物②
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山梨県 長坂町

図 1 周辺遺跡

表1 周辺遺跡一覧表

1 越中久保遠跡 縄 平 中
2 牛久保遺跡 縄
3 苧干平遺跡 縄 中
4 沢入遺跡 縄 中
5 苧干平の上塁
6 横山平南遺跡 縄 平
7 上フノリ平遺跡 縄
8 葛原北遠跡 縄 平
9 西下屋敷遺跡 縄
10 東下屋敷遺跡 縄
11 下フノリ平北遠跡 縄
12 下フノリ平遺跡 縄 中
13 横手遺跡 縄 中
14 +郎林遺跡 縄
15 米山遺跡 縄 弥
16 屋敷附遺跡 縄 中
17 阿原遺跡 平
18 中尾根遺跡 縄

19 内城遺跡 中
20 別当遺跡 縄
21 別当西遺跡 縄
22 別当十三塚
23 葛原遺跡 縄 弥
24 新田森遺跡 縄
25 西下屋敷南遺跡 縄
26 横針遺跡 弥 中
27 下フノリ平南遺跡 平
28 横針前久保遺跡 旧 縄
29 横針中山遺跡 中
30 竹原遺跡 縄 中
31 天自城址 中
32 池の平遺跡 縄
33 東無3遺跡 平
34 東蕪4遺跡 縄 平
35 久保遺跡 縄
36 下鳥久保遺跡 縄

37 房屋敷遠跡 縄
38 成岡遺跡 縄 弥 平
39 小和田館跡 中
40 成岡・藤塚
41 成岡新田遺跡 弥 平
42 久保地遺跡 縄
43 山田遺跡 平
44 大林遺跡 縄
45 高松遺跡 縄
46 鳥久保遺跡 縄
47 上町遺跡 縄 平
48 上町南遺跡 縄
49 小尾平遺跡 旧 縄
50 中丸・藤塚
51 間の原遺跡 縄
52 新宿区健康村遺跡 縄 平

―-27-―
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図 2 遺跡の位置と周辺地形
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° ,十〒十―市 ,‐ 準ニー _____二 や 中

囲3 調査区全体図
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0       10       20m

図 4 調査区地形図
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1

78α OO・―――

787.50。

2

卜3グ リットーート4グ リット

78900'――一

1 水田耕作土
2 暗資褐色土層
3 暗褐色土層
4 暗褐色土層
5 黒褐色土層
6 暗黄褐色土層

7 黒褐色土層
8 黄褐色土層

ローム粒子多量、しまりなし。

ローム粒子微量、しまりなし。

ローム粒子少量、しまりなし。

ローム粒子微量、しまりなし。

ローム粒子多量、しまりなし。
黒褐色土多量に混入。

ローム粒子微量。

地山

3

発掘区東壁面 (水路添)

79050。一

枷∈

1 水田耕作土
2 暗褐色土層
3 暗責褐色土層
4 黒色土層
5 惜責褐色土層
6 明黄褐色土層
7 明黄褐色土層
8 灰白色土層

ローム粒子微量、しまりなし。
ローム粒子少長、しまりなし。
ローム粒子微量、しまりなし。
ローム粒子少量、粘性あり。地山
ローム、10～ 40cm大礫含む。
ローム、5cm大礫多亀

礫多氏

79o.00,

78950,

789.00'

78850・

遺物包含層

<縄文時代遺構確認面

1 水諷耕作土
2 水田床土
3 暗灰褐色土層
4 灰褐色土層
5 暗褐色土層
6 褐色土層
7 暗褐色土層
8 黒褐色土旧
9 褐色土層
lo 黄褐色土層

砂礫多量 (川砂)。

砂礫少量。

ローム粒子多量、しまりなし。

コーム粒子少量、しまりなし。

ローム粒子少量、しまりなし。

ローム粒子微量、しまりなし。

ローム粒子少量、しまりなし。

地山

0         1         2m

図 5 基本層序

―-32-―
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磯

1 暗褐色土層 ローム粒子微二、しまりなし。
2 福色土層  ローム粒子少と、しまりなし。
3 黄褐色土E ローム粒子多と、しまりなし。
4 黄褐色土層 ロームノロック多BI、 しまりなし。
5 黒褐色土層 ローム粒子線と、しまりなし。

岬
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:Ω :

悦 ∽ ‰

１
引
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川
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１
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pn3 1

:0こ
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澤
Ω
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図 6 1号住居跡実測図
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1 暗偶色土層  しまりなし。
2 褐色上層  ローム粒子多量、しまりなし。
3 黄褐色土層 ローム粒子多二、しまりなし。

1号佳居跡炉検出状況

● =土器
■ =石器

の盈
υ

1号住居跡追物分布

ド
一

〇堆颯膠▼

け d

図7 1号住居跡炉検出状況、遺物分布
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/ざ 2号住居跡実測国
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一

暗褐色土層 ローム粒子微二、炭化材少五、炭化物粒子少二、焼土粒子少長、しまりなし。
黒褐色土唐 ローム粒子微承、炭化材多量、炭化協粒子少BI、 焼土粒子少と、しまりなし。
暗褐色土肩 ローム粒子多二、炭イヒ材少五、炭化物粒子少と、焼土粒子少BI、 しまりなし。
黒褐色土層 ロームブロック少

= 
炭イヒ材少量、炭fヒ物粒子少量、焼土粒子少H、 しまりなし,

暗褐色土層 ロームノロック (5cm大 )少量、決化物粒子少量、しまりなし。
焼土

1

2
3

5

6

m

2号住居跡実測図、炉検出状況

2号住居跡炉検出状況

図 8
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h

1彎

1 衰欄色主層
2 切資褐色土層
3 皓褐色土層
4 晴褐色土層
S RIB色止慶

6瀬 色■E

:こ撒 と蛍欺―監
'■
ム粒子多二,しまりなし,ロ
ニ女籍子議喜令貴と協ゑと争二
焼士縦子無二、しま,な■,
ロー韓 報 と、難 協やゃ舞 t

触 子少■(しま,な L.

雄醐

E
Iこと」≦L α

一

９
ゅ一

ユ

一

2号住居跡遺物・庚化材出上状況
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鰯
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辮酵ガ

図10 2号住居跡埋甕出土状況、遺物分布
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2号住居跡埋甕出土状況
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齢
β
潮

1 黒栂色■層
2 4t■層
]明黄補色主層
41褐色■層
, 贈縄色土E

■―ム種子TR4-■まりなレ。
■―ム粧子や観 、しまりな1囁

"―
ム粒子多二(しまりなし。 (張り床)
ローム粒子やや歩4じ まりなし,
口‐ム粒子少二、しまりな硯

I璽    2

?                         Im

市

1 暗糞鵜色土E ●こムプロック、 しまりあり。
2 暗屈色土層  ローム粒子欲ふ  しまりなし。

図11 3号住居跡実測図
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飴 序

ド一　
　
　
　
二

観

浜
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3号住居跡遺物出土状況

翻 序

〇〃

照電趨竃豊も 二

＼抄

/ヽ

屡晏憮′轟才麟守提∈」♂

図13 3号住居跡遺物出土状況、時期別土器分布

3号住居跡時期別土器分布

輩 〃

7彎

中期中葉

中期後半～終末
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を籐翌居:ヨ鎖野雛iと郵縦ヒ
4号佳居跡埋甕出土状況

Cm

!襲瓢―:韓鋒吾継搬糧燃》
4 焼土
5 明絶 土層 ユーム粒子多二、音色士少と、し

=ウ
4'o

4職層跡炉検出状況              �

Ai

m

・透

図14 4号住居跡実測図 埋甕出土状況、炉検出状況
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1 暗編色土層
2 晴褐色土層

ローム微五 しまりなし。
ローム少■ しまりなし。

図15 4号住居跡遺物出土状況
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Ａ
一

暗福色土層 ローム粒子少五、しまりなし。
黄褐色土層 ローム粒子少■ しまりなし。
暗褐色土層 ロームプロノク少二、しまりあり。
暗悟色土層 ロームブロック多と、しまりあり。

.ニロ 監 螢

暗褐色土層  ローム粒子少二 しまりなし。
褐色上層   ローム粒子やや多よ、しまりなし。
黄褐色土層  ローム粒子多と、しまりなし。
明質褐色■層 ロームプロック多H、 しまりなし。

ローム粒子少量、 しま りな し。

ローム粒子少■、 しま りな し,
ロームノロック少量、 しま りあり。
ロームブロック参二、 しま りあり。

ローム粒子微量、しまりなし。

ローム粒子やや多と、しまりなし。

ロームブロック多Br、 しまりなし。

ローム粒子歩二 しまりなし。
ローム粒子多量 しまりなし。

2

3

pn3

|

/
暗福色土層

黒褐色土層

暗褐色■層

資褐色土層

黒色■層

ローム粒子やや多二、しまりなし。

ローム粒子少二、しますなし。

ローム粒子多量 しまりなし。
ロームブロック、しまりあり。

1 賭褐色土層
2 褐色土層
3 黒褐色土層
4 黒褐色土層
S 黄褐色土層
6 明資褐色■層

暗掲色土層  ローム粒子少撤、しまりなし。
黒褐色土層  ローム粒子欲五 しまりなし。
明黄褐色上層 ローム粒子少数、しまりなし。
明黄褐色土層 ローム粒子少R 礫 (lcm大 )少二、しまりなし。
黄悟色土層  ローム粒子多斑、しまりなし。

2号掘立柱建物跡

2号掘立柱建物跡

―-43-―
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2号掘立柱建物跡
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図17 1号集石
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■
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.塾ヨ:生g旦

図18 1～ 8号土坑

黒褐色土層  ローム粒子微量、しまりなし。
暗資褐色土層 ローム粒子少二、しまりなし。
暗黄褐色土層 ローム粒子やや多Д、しまりなし。
黄褐色土層  ローム粒子多と、しまりなし。

1 黒褐色土層  ローム粒子多二、しまりなし。
2 黒福色土層  ローム粒子微二、しまりなし。
3 暗褐色■層  ローム粒子やや多盛、しまりなし。
4 黒偶色土層  ローム粒子少量、しまりなし。
S 黒黄縄色土層 ローム粒子多量、しまりなし。

13号土坑

暗褐色土層 ローム粒子微重、しまりなし。
暗褐色土層 ローム粒子少二、しまりなし。
黄褐色土層 ロームプロック多二、しまりあり。

A

Ａ『一

◆
Ａ弾一

A

開

●=土器
■=石器

黒色土層  ローム粒子微■、しまりなし。
責褐色上層 コーム粒子多二、しまりなじ。
黄褐色■層 ロームノロック多H、 しまりあり。

1号止坑

＝
川
年
十
１

―-45-
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1 暗褐色上層 ローム粒子少長、しまりあり。
2 暴褐色上層 コーム粒子篠舞、じまりあり。

ガ
Ｗ
川
割
卜
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―
　
　
　
　
±

二・

図19 14号土坑
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14号止坑縄文時代後期土器分布
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1 暴褐色上層

礫鸞欝が

鞠.ガ

15号土坑掲文時代中期末土器分布

●=土器

図20 14115号土坑
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!手壮ir,

|ギ∵工
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"寺為 l・ 0。・
14・ 15・ 17号土坑位置図

●=土器

イ

い

じ

・

イ
18号土坑上層礫出土状況

18号土坑

。型聾聖ビ

暗偶色■層  コーム粒子少風 しまりなし。
褐色土層   ローム粒子歩量 しまりなし。
暗褐色主居  ローム粒子微五 しまりなし。
明黄褐色■層 ローよノロック多長、しまりあり,
明貧褐色■層 ローム粒子歩H しまりなし。

図21 14・ 15,17・ 18号土坑

圭 o_。  __   ~・

狩 4_:

14・ 15号土坑遺物分布

17号土坑

14・ 15号土坑縄文時代中期末土器接合図
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.78850

轟√ 醸プ

瓢 靭酢′
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一

州
一

Ａ櫛一
A

ヽ
1 暗褐色■層  ローム粒子篠雲、しまりなし。
2 褐色土層   ローム粒孝少Д、しまりなし。
3 褐色土層   ローム粒子やや多H、 しまりなし。
4 明資褐色土層 ローム粒子多獄、しまりなし。

A 甲 ″ 臨豚〃

●=土器

1 暗福色上層  ローⅢ粒子少量、しまりなし。
2 黒福色土B  ローA粒魏 ■、しまりなし。
3 福色土層   ローム粒子やや歩■、しまりなし。
4 暗偶色土層  ローム粒魏 H しまりなし。
S 明養褐色土層 ローム粒子多二、しまりなし。

図22 18～ 20号土坑
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18号土坑縄文時代中期末土器分布

18号土坑遺物分布

＼

18号土坑縄文時代後期土器分布



Ｉ
Ａ
年
十
１

―
‐十
年
十
１

1 暗褐色土層  ローム粒子微二 しまりなし。
2 晴黄褐色土層 ローム粒子少二、しまりなし。
3 黒偶色■層  ローム粒子縁雲 しまりなし。
4 黄褐色■層  ローム粒子多二 しまりなし。
S 明資褐色土層 ローム粒子多二、しまりなし。

1 黒褐色■層  ロー▲微虫、しまりなし。
2 暗褐色■層  ローム粒子少五、しまりとし。
3 明黄褐色■層 ローム粒子多と、しまりなし。

24号土坑礫出土状況

24号土坑遺物分布

暗黒色土層

暗褐色土層
暗褐色土層
費褐色上層
明賞褐色■層
褐灰色土層

ローム粒子少置、しまりなし。
ローム粒子多二、しまりなし。
ローム粒子歩と しまりなし。
ローム粒子多二、灰自色上少量、しまりあり。

灰白色と多H、 しまりあり。

Ａ］一

・
・ :..

図23 21～ 24号土坑
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24号土坑縄文時代中期末土器分布
24号土坑縄文時代中期後半

呼

24号土坑縄文時代後期土器分布

図24 24・ 25号土坑
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25号土塊遺物分布 ⑧89

轟巖才

盛♂

●=土器

B=石器

1 暗栂色土居  ,■
`柱
予緩 、しま,な 囁

2 基褐色土層  ,―ム粒PttKしまりなし。
3 1B色土層   ヨーム粒子多二、しまクなし,
4 明螂 色主層 口,ム粒子多と、しまりなし。

0                         1m

図25 25'26号土坑
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25号土塊縄文時代中鶏末土器分布



＼

27号土坑 28号土坑

●=土器

1 黒褐色■層  ローム粒子微二、しまりなし。
2 暗欄色土層  ローム粒子やや多二、しまりなし。
3 明暗褐色土層 ローム粒子多IR、 しまりなじ.

1 黒掲色土層 ローム粒子微二、しまりなし。
2 晴褐色土層 ローム粒子多と、しまりなし。
3 穏色土層  ローム粒子少二、しまりなし。
4 黄褐色土層 ローム粒子やや多二、しまりなし。
5 暗褐色土層 ローム粒子少量 しまりなし。

帯覇豚〃
螺騨〃

Ｂ
ィ 麟 が

蘊 浄

黒褐色土層 しまりなし。
暗褐色土E ローム粒子微EI、 しまりなし。
褐色土層  ローム粒子少と しまりなし。
費褐色土層 ローム粒子多二、しまりなし。
暗褐色土層 ローム粒子少二 しまりなし。
褐色上層  ローム粒子少と、しまりなし。
褐灰色土層 ローム粒子多二、しまりなし。
灰白色土層 しまりあり。

31号土坑

.ヱ 0し生ぞ皇

ぼ
一

1 暗掲色土層 ローム粒子徹二、 しまりなし。
2 褐色土層  ローム粒子やや多H、  しまりなし。
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図95 鉄製品、煙管、木製品、磁器、陶器、銭貨、警
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縄文時代全出土器片

前期後葉

＝
洲
脚
Ｉ
■
―

□

□

鐵

■

■

□

□

躍

■

■

＝
――

蝋
十

１

10000g以 下

10001～ 20000g

20001～ 30000g

30001～ 40000g

40001g以 上

早期～前期前葉

1009以 下

101-300g

301～ 600g

601～900g

901以上

中期前葉

100g以 下

101～ 1000g

1001～ 2000g

2001～ 3000g

30019以上

図96 時期別土器分布(1)
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100g以 下

101-300g
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601～ 900g
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100g以 下

101～ 1000g

1001～2000g

2001～ 3000g

3001g以上
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回  loo9以下

□ 101～ 2000g

饉 2001～4000g

■ 4001～60009

■ 6001g以 上

□  300g以 下

□ 301～ 5000g

鰯 5001～ 10000g

■ loool～ 15000g

■ 150019以上

□ 100g以下

□ 101～ 3000g

囲 3001～ 6000g

日 6001～ 9000g

■ 9001g以上

罐  41～ 80点

□  81～ 120点

日 120点 以上

図97 時期別土器分布②
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□  20g以下

圏  21～ 200g

饉  201～ 400g

■ 401～800g

■ 801g以上



表 2 竪穴住居跡一覧表

遺特名 時  期 形態 主軸方向 勤
ｍ
短軸
(m)

深さ

(na)

面積
(∬ )

柱  穴 炉 備 考

1号住居跡 曽利Ⅱ式期 円形 N-55° 一W 7 56
pitl,2,3,4,5,

6,7,8,9
石囲炉、方形、
074× 0.68

2号住居跡 曽利 Ⅱ式期 円形 N-52° 一 Vヽ (3.88 (13.40 pitl,5,7,8
石囲炉、方形、
070× 068

焼失住居、炉の隅に

石棒

3号住居跡 曽利Ⅱ式期 円形 N-12° 一W (644 (5.78 (28 80 pit5,8,11,19

4号住居跡 曽利Ⅳ式期 円形 S-63° 一W 13.70
pit2,3,5,7,8,

9,10

石囲炉、円形、
066× 063

遺 構 名 �t番号 位  置 形 態 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 備 考

l号掘立柱建物跡

1 I-3 方形 0,97 0.82 0。 60 土器 6点 (加曽利 EⅣ )

2 正-3 円形 0.89 0.85 0.68 土器 1点

3 H-3, I-3 楕円形 0.73 0.65 0.55

4 H-2,H-3 長楕円形 0.86 0.60 0.51

5 I-2 楕円形 0,91 0.71 0.60

6 I-2 楕円形 0.66 0.54 0.73

2号掘立柱建物跡

1 I-2 楕円形 0.95 0.83 0。 82

2 H-2 方形 0.91 1,05 0.67 土器 1点 (加曽利 EⅣ )

H-2 円形 0.90 0.85 0.48

4 H-2 楕円形 0.86 0.79 0.45

表 3 掘立柱建物跡一覧表

表4 土坑一覧表

番号 位置 重複 時期 形態 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 備 考

l I-3 円形 0.96 0。 94 0.57 牒32点

2
４
，
４
一　

一

且

Ｔ
一　

一

Ｈ

Ｔ
円形 1.63 1.63 0,45 土器 1点

G-3 縄文中期 楕円形 (0.72 0.95 0.41 石器 1点

H-2 38土 楕円形 1.00 0.69 0。 27

I-2 楕円形 1.03 0.81 0.28 土器 7点

I-3 円形 1,02 0.78 0.52

14 F-2 縄文中期末 円形 1.60 1.60 0.41
土器187点 、石器 2点、礫
zl「h占

F-2 縄文中期末 楕円形 1.46 1.25 0.35 土器54点、礫25点

K-5 楕円形 0,98 0.90 0.52

F-2 縄文中期末 楕円形 1.06 0.98 0.20 土器 3点

I-3 縄文後期初頭 楕円形 1.07 0.61 0,35 土器49点

I-3 楕円形 (1.22) 0。 93 0.20

I-3,J-3 長楕円形 1.87 1.28 0。 32

I-4 楕円形 0.99 0.89 0。 17 土器 2点

I-4 楕円形 1.05 0,75 0.16

K-5 円形 1.27 0.10 1.09 土器 3点

24 F-5,F-6 縄文後期初頭 楕円形 1.64 1.40 0.55 土器45点

F-5 縄文後期初頭 楕円形 1.84 1.69 0。 77 土器63点、石器 4点

-4 円形 0.93 0,93 0.32

J-4 長楕円形 1.08 0.69 0,16

」-4 円形 0.85 0.83 0.20

H-5 39EL 円形 0.88 0.82 0.82 土器14点

30 H-5 円形 0。 85 0.84 0.67

H-5 楕円形 1.10 0.90 0.47 土器 2点、礫16点

H-5 3土 楕円形 0.96 (0.70 0.19 牒 1′点

I-2,I-3 長楕円形 1.04 0.71 0.26

H-5 32ニヒ 楕円形 (1.30 0,93 0.35 礫 2点

I-2 7土 楕円形 1.09 0.60 0.16

H-5 29,30EL 楕円形 (1.00 (0.80) (0.191

40 C-0 楕円形 1.00 0,82 0.24 礫16点
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表 5 ピットー覧表
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表 6 土器観察表
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表 7 土製円盤一覧表
誉号 出 illj苗 縦  (cm) 描  (cm) ナ星卜(cm 重 さ (g) 仁 調 土
3 住 居 糸昌イな 35 37 7.3 にぶし 石  角・安 ・黒侮

2 土 坑 絹 後 0 15,7 悟 灰
3 土 坑 絹 中後 4.1 l 黒 /暗 橙 ヨ色
4 罵中区 縄 中末 3_7 3. 07 明赤 褐 色
5 l 畔 縄 中末 33 3 lユ 14_5 灰 石 角 ・

~4早
6 1号ゼ 4電 4贅 3 0,7 11.2 明灰 楊 石・角 ・黒 雲
7 1号潰物 集 中 絹 絡 2_8 茶 楊 ミ 石 色
8 遺物 集 中区 27 0 黒 掲
9 遺物 集 中区 絹 中初 2 3.2 10,3 赤 褐

「
縄 中末 示 楊 長  石  黒 角  白御 ・ 未 得

F 縄 後 0 11_3 楊 色
F-5 縄 中 中 37 1 ホ 楊 長 ・石  黒行 ・
G-5 4_3 R 22 6 黒 楊 長  石 ・角 ・安 ・黒任

4 G-5 無 後 7 10.6 にぶ い首 石・黒 ( 白色  赤 付
-5 組 中夫 4_0 3.5 7 にぶ い褐 色

縄 中後 47 0 赤 色  自
17 H-5 縄 中 中 37 タ 132 赤
I-2 縄 中初 07 27.5 赤
I-3 経 中 6.5 53 0 黒 tlB 員  石 ・黒色  白角

20 I-3 3.2 158 F旨孝3 ・石 ・黒 t名

-3 絹 中 2.7 0 暗赤 褐
絹 中後 11 20 7 望 楊

I― 縄 中末 34 3.ユ 黄褐

[h■ 1(:〔 イ|、 ィi:ri文 、宏 :宏 HIォ、企ri金兵け 単r i lll■ け 白!::山 rl, rll i ll刈 イi lI色 i■ t壮 子 白色 :rt,■  赤色 :赤色壮子を示す。

※単位 :外径、内径、長さ、幅、厚さ、口径、器高、底径、穿径cm

重さg

表 8 土製品一覧表
番号 種 類 出土地点 縦 (cm) 横 (cm) 厚さ(cm) 重さ(a 色  調 胎 土
1 焼成粘土塊 F-6 3.5 1.7 1.5 8.8 にぶい褐 長・石・角・黒色・赤色
2 土玉 -4 6.7 7.7 3.8 187.7 にぶい褐 長・石・黒色・輝石
3 土王 B-0 9,7 4.2 3.8 131.3 黄褐 長・石・金雲・角・黒色・輝石
4 垂飾 (孔径0. I-4 2.7 0,9 2.6 赤褐 長・石・金雲

表10 鉄製品

番号 種類 出土地点 外径 内径 重 さ
1 馬具 H-5 6.5 4.8 43.2

表12 木製品

番号 部位 出土地点 材種 長 さ 幅 厚 さ

1 蓋か底板 F-4 杉 13.ユ (6.0) 0.7

表11 煙管

番号 部位 出土地点 材 質 長 さ 火皿径
1 吸 口 」-4 銅 (6.0)

雁首 -4 今日 (2.7)

表13 磁器・陶器

番号 時期 出土地点 性 質 器形 回径 器高 底径 釉薬
l 近代 一括 磁器 皿 15.8 4.4 9.4 染付
2 折 代 一括 陶器 片口鉢 鬱2.0) う〔矛由
近代 一括 磁器 碗 (11.0) 染付

4 近代 I-3 磁器 碗 (12.0) (4.0 染付
5 近代 H-5 陶器 皿 (12.4 ⑫。4 8,0 鉄釉

表14 銭貨

番号 銭貨名 出土地点 材質 外径 穿径 初鎮年
1 寛永通宝 一括 命同 2.3 0。 7 不 明
2 文久永宝 G-3 銅 2.6 0.8 1863
3 一銭 B-0 2.6 明治
五 円 I-4 銅 日吾不日

表15 警

番号 材質 出土地点 種類 外径 重 さ

1 今同 H-4 平打ち 2.7 (7.1)
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番号 出土地点 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 聖さ(富 ) 石  材

1 2号住 石鉄 90, 90 050 (1 30) 黒曜石

2 1号集中区 石鏃 60 ( 20) 0 25 (020) 黒曜石

3 1号集中区 石鏃 50) ( 0 25 (030) 黒曜石

4 1号集中区 石鏃 80 0 30 0 50 黒 E逐石

5 1号集中区 石鏃 72 0 32 0‐0 黒曜石

6 1号集中区 石鏃 (200) 042 (090) 黒曜石

7 ユ号集中区 石鏃 2 10 0 45 1 30 黒曜石

8 1号集中区 石鏃 (2 25) 「oO) (100) 黒曜石

9 石 鏃 (1 30) (0 30) (040) 黒曜石

10 1号集中区 石鏃 180 0 30 (060) 黒曜石

11 1号集中区 石鏃 (1 83) 034 (O ηЭ) 黒曜石

12 l号集中区 石鏃 (1 50) (030) 黒 H翌石

13 [号集中区 石鏃 1 70 0 28 (040) 里R遭石

1号集中区 石鏃 1 60 0 45 (100) 黒曜石

15 1号集 中区 石鏃 1 80 0 38 (060) 黒曜石

2号集中区 石鏃 050 1 90 黒曜石

17 B 石 鏃 2 30 0 40 黒Π翌石

18 C 石鏃 rD0 1 20 黒曜石

石鏃 (210, (040) 黒H程石

C 石鏃 (210) (060) 黒曜石

2」 石鏃 2 20 黒曜石

C 石鏃 2 00 0招Э 黒曜石

D 石鏃 (160) (040) 黒曜石

E 石鏃 2 20 (050) 黒曜石

E 石鏃 2 10 0 30 0 60 黒曜石

F 石鏃 0 23 0 20 黒曜石

F― 石鏃 0 37 0 50 黒曜石

F 石鏃 0 28 (050) 黒曜石

F-2 石鏃 0 20 030 黒曜石

F-2 石鏃 0 28 黒曜石

31 F-2 石 鋲 2 70 (130) 黒曜石

F-3 石鏃 2 80 0 70 (200) 黒 ]翌石

G-3 石鏃 2 10 (030) 黒曜石

G 石鏃 1 60 (0 60) 黒曜石

G-3 石鏃 畢曜石

G-3 石鏃 (130) 0 30 (0 50) 黒曜石

G-3 石鏃 2 23 0 40 (150) 黒曜石

G-4 石鏃 0 30 0 70 黒曜石

G-4 石鏃 ∞ 0 30 (050) 里曜石

G-4 石鏃 (130) 「D0 0 20 (040) 黒曜石

G-4 石鏃 (125) 0 20 (030) 黒曜石

G-4 石鏃 1 80 30) 0 30 (050) 黒曜石

G-4 石鏃 2 00 0 45 1 20 黒曜石

坐 G-4 石鏃 2 30 60 0 65 (170) 黒曜石

G-5 石鏃 (1 50) 40, (030) (050) 黒曜石

G-5 石鏃 1紹Э 0 50 (150) 黒曜石

G-6 石鏃 (040) 黒曜石

H-3 石鏃 0 35 黒曜石

H-3 石鏃 0 29 黒曜石

50 H-3 石鏃 0 30 0 60 黒曜石

石鏃 0 38 (080, 黒曜石

52 H-3 石鏃 (050) 黒曜石

開 H-3 石 鏃 57 10 0 30 0 40 黒曜石

開 H-3 石鏃 (070) 黒曜石

H-3 石鏃 (090) 黒曜石

H-3 石鏃 (200) (1 40) 黒曜石

57 H-3 石鏃 2 40 黒曜石

H-3 石鏃 (1 60) 89) (060, 黒曜石

H-3 石鏃 (1 70) 0 37 (090) 黒曜石

H-3 石鏃 (165) (080) 黒曜石

H 石鏃 2 50 (040) 黒曜石

H-3 石鏃 (214) 0 33 (090) 黒曜石

H-3 石 鏃 (260) 051 (1 80) 黒 1と石

64 H-4 石鏃 (160) (0 30) 黒曜石

H-4 石鏃 2 50 紹9, 0 30 (080) 黒曜石

H-4 石鏃 (230) (160)

H-4 石鏃 (130) 0 30 (060) 黒曜石

H-4 石鏃 (150) 0 25 (060) 黒曜石

H-4 石鏃 (190) 黒曜石

H-4 石鏃 (110) (0 40) 黒曜石

71 H-4 石鏃 (170) (050) 黒曜石

″ H-5 石鏃 0 33 (110) 黒Π程石

H-5 石鏃 (200) iO) (060) 黒曜石

瘤 E-5 石鏃 (260) 0 22 (310) 黒曜石

75 2 石鉄 (110) 0 20 (020, 黒曜石

i6 2 石 鏃 21111 0 30 黒曜石

2 石鏃 (180) 0 52 (1 00) 黒曜石

石鏃 (2 00) 0 22 (O Flll) 黒 l程石

3 石 鏃 (140) ∽ 0 22 (040) 黒曜石

3 石 鏃 2 00 0 25 (050) 黒曜石

4 石鏃 1 40 0 35 黒]琶石

4 石鉄 (155) 0 23 (040) 黒曜石

表9 石器観察表
番号 出土訛● 器  種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(D 石  材

83 4 石鏃 (170) 0 30 (070) 黒曜石

84 4 石鏃 (230) (100) 黒曜石

石鏃 (165) 0 25 (050) 黒曜石

4 石欽 (210) 0 22 (050) 黒曜石

4 石鏃 (220) (1 50) 0 25 (060) 黒曜石

石鍬 1招Э (150) (070) 黒曜石

4 石鏃 2 30 18Э 0 30 黒 曜石

4 石鏃 2 50 (1201 0 35 (050) チヤート

91 5 石 鏃 1 70 1馴Э 0 25 0 50 黒 a琶石

弦 5 石鏃 (190, 0 33 (080) 黒曜石

5 石効 1 35 0 28 0 30 黒Л翌石

銘 5 石鏃 1 47 0 27 0 20 黒Π樫石

5 石鉄 210 0 34 0 70 黒曜石

5 石鏃 230 1 00 黒曜石

97 5 石 鏃 黒曜石

鋸 3 石 鏃 1 10 黒曜石

3 石鏃 (240) (1~0) 0 36 (090) 黒曜石

-3 石鏃 2 47 0 39 1 10 黒1翌石

3 石鏃 1 20 (040, 黒 H程石

3 石鏃 2 20 0 90 黒Π電石

3 石鏃 2 00 0 62 黒 ]琶石

3 石鏃 2111 0 80 黒曜石

105 -4 石鏃 1 60 0諺 0 50 黒曜石

106 -4 石鏃 (130) 025 (040) 黒曜石

107 石鏃 0 30 0 70 黒 H召石

108 -4 石鏃 0 35 (070) 黒 E習石

109 -4 石鏃 0 35 0 60 黒 H習石

4 石鏃 0 38 0 70 黒曜石

石鏃 0 30 (080, 黒Π程石

-4 石鏃 10 黒曜石

J-5 石鏃 83) (030) 黒曜石

114 5 石 鏃 (060) 黒曜石

-5 石鏃 50 0 36 黒曜石

J-5 石鏃 (220) 0 36 (100) 黒曜石

5 石鉄 10 80 0 30 黒曜石

K-5 石鏃 75) (060) 黒曜石

K-5 石鏃 30 0 45 黒Π程石

区 石鏃 70) 1 60 (080) 黒曜石

I区 石 鏃 60) 1 20 0 25 (050, 黒曜石

I区 石 鏃 80 (100) (050) 黒曜石

I区 石鏃 1 50 (080) 黒曜石

124 I区 石鏃 1 10 0 60 黒曜石

I区 石鏃 180 (035) (120) 黒曜石

126 I区 石鏃 (1 40) 0 30 (050) 黒曜石

区 石鏃 (290) 0 45 (190, 黒曜石

128 K-5 石匙 730 0紹Э 19 60 砂 岩

I-4 石匙 6 20 0 90 (66 40) 砂 岩

G-3 石匙 10 80 5 50 110 7730 貢岩

G-2 石匙 479 1 70 0 70 5 50 黒曜石

E-1 石匙 (240) 0 55 (250) 望曜石

I-2 石匙 1 10 210 黒曜石

I-2 石匙 1 20 1 50 045 0 50 黒曜石

-4 石匙 0 90 2紹D 0 30 黒Π電石

-4 石匙 2 90 580 チャート

I-4 石錐 3 60 199 0 37 310 陛質買岩

ユ号集中区 石錐 4 40 0 62 黒 H啓石

-4 石雛 3 00 1 10 0 63 黒 H遭石

4 石錐 2 60 0 90 0 32 黒曜石

石fE 1 00 黒曜石

-5 石錐 279 0 80 0 55 黒曜石

143 [区 石錐 3‐0 1 30 0 40 3 50 黒曜石

144 F-1 石能 0 90 034 1 00 黒曜石

1号集中区 石錐 0 30 1 00 黒 1召石

146 [-3 石錐 0 45 1 20 黒曜石

147 4 石錐 40 0 60 4 20 黒Π詈石

148 【-4 石錐 60 0 40 2 30 黒曜石

F-2 石錐 Ю 0 48 3 50 黒曜石

J-3 石錐 10 0 40 黒曜石

151 G-4 石錐 2 30 1 60 黒曜石

I-2 石鈍 0 36 1 90 黒曜石

G-5 石錐 0 30 黒曜石

H-2 石 lL 黒曜石

I区 石錠 黒曜石

15F。 G-4 石錐 2 90 1 70 黒曜石

157 J-4 石錐 4 10 黒曜石

158 楔形石器 1 90 10 黒曜石

159 3号住 二次力H工片 3 50 80 0 50 2 90 黒曜石

160 1号集中区 二次力H工片 2 80 黒曜石

3号住 二次加工片 2紹Э 2 20 080 3 rJ0 黒曜石

162 I-5 二次加工片 280 1 60 1 30 黒曜石

163 H-5 二次加工片 280 1 80 0 60 3 20 黒曜石

164 K-5 二次加工片 1 30 0 55 2 00 黒曜石

―-131-―



番号 出土地点 器  種 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ(質 ) 石  材
G-4 二次加工片 210 4 20 0 80 6 10 黒曜石

166 3号土抗 打製石斧 98 9 砂名

167 号集中区 打製石斧 100 頁 岩

168 号集 区 打製石斧 10 7 47 21 120 2 砂岩

169 号集中区 打製石斧 47 08 粘板岩

号集中区 打製石斧 177 77 23 377 0 ホルンヘルス

号集中区 打製石斧 10 61 4 砂岩

″ 2号集 区 打製石斧 135 57 1235 ホルンヘルス
‐
3 2号集中区 打製石斧 132 102 0 ホルンヘルス

2号集中区 打製石斧 (89) (72) (28) (2280) 頁岩

2号集 区 打製石斧 (55) (37) (1 7)

2号集中区 打製石斧 (56) 16 (370) 砂岩

177 2号集中区 打製石斧 (97) (58) (23) (1374)
B-0 打製石斧 135 58 19 183 3 砂岩

B-0 打製石斧 09 66 0 砂 岩

180 C-0 打製石斧 12 82 5

C-1 打製石斧 95 106 2 ボルンヘルス

1鬱 D-2 打製石斧 101 47 16 105 2 片麻岩

E― 」 打製石斧 16 131 5 千枚岩

184 E― 〕 打製石斧 67 255 0 砂 岩

185 E-2 打製石斧 39 Iユ 579 ホルンヘルス
186 F-1 打製石斧 52 25 299 0 ホルンヘルス

187 F-3 打製石斧 11 2 12 76 5 ボルンヘルス

188 G-4 打製石斧 45 砂岩

189 G-5 打製石斧 4 1 61 23 241 0

G-5 打製石斧 123 20 173 1 砂 岩

G-5 打製石斧 81 51 49 0 ホルンヘルス

G-5 打製石斧 51 買名

G-6 打製石斧 67 14 161 4

194 G-6 打製石斧 85 44 12 724
H-3 打製石斧 52 5 ホルンヘルス

H-3 打製石斧 H65 砂岩

H-3 打製石斧 45 0

198 2 打製石斧 43 54 6 ホルンヘルス

199 2 打製石奪 51 15 893 買岩

200 3 打製石斧 15 792 頁岩

4 打製石斧 51 45 12 36 0 チャート

202 4 打製石斧 67 1160 砂 岩

203 4 打製石斧 72 55 0 擁灰岩

204 4 打製石斧 46 160 0 買岩

205 5 打製石斧 87 14 841 粘板岩

206 5 打製石斧 16 769 砂岩

207 -5 打製石斧 122 48 145 0 砂 岩

5 打製石斧 11 5 46 21 122 8 砂 岩

5 打製石斧 127 4 買岩

5 打製石斧 (73) (38) (23) (905) 砂岩

5 打製石斧 (88) 54 21 128 8 ホルンヘルス

3 打製石斧 129 147 1 砂岩

4 打製石斧 47 1 110 5

4 打製石斧 86 5 1 13 68 7 ホルンヘルス

5 打製石斧 75 16 770 砂 岩

5 打製石斧 79 17 746 砂 岩

K-4 打製石斧 113
218 I区 打製石斧 12 967 砂岩

3号住 横刃形石器 (38) (68) (423) 貢岩

1号集中区 横刃形石器 39 07

1号集中区 横刃形石器 493 ホルンヘルス
2号集中区 横刃形石器 37 21 2 粘板岩

B 横刀形石器 35 2 1 631 砂岩

224 横刀形石器 10 4

C 橋刃形石器 15 45 0 ボルンヘルス

横刃形石器 11 0 買岩

F-3 横刃形石器 102 13 70 0 砂 岩

228 G-5 横刀形石器 14 ボルンヘルス

229 H-4 横刃形石器 2 71 21 7 安山岩

230 2 横刀形石器 10 1 15 買岩

3 横刃形石器 (61) (75) (08) (526) 砂 岩

4 構刃形石器 44 07 422 粘板岩

3 横刃形石器 06 砂岩

I区 横刃形石器 18 875 ホルンヘルス
2号住 磨製石斧 ユ1 2 52 23 240 0 蛇紋岩

ユ号集中区 磨製石斧 114 9 緑色片岩

1号集中区 磨製石斧 26 11 23 7 チャー ト

238 1号集中反 磨製石斧 53 51 27 擬灰岩

1号集中区 磨製石弁 17 06 51 擬灰培

240 G-5 磨製石斧 11 7 50 14 (1288) 千枚岩

241 G-5 磨製石斧 113) (43) 28 (1875) 角礫岩

242 I-4 磨製石斧 (34) (28) (09) (126) 緑色片岩

243 I-4 磨製石斧 07 蛇紋岩

244 5 磨製石斧 (45) (17) (1040) 緑色擬灰岩
1号住 凹石十敲石 121 723 0 安山岩

3号住 凹石十磨石 11 3 45 輝石安山岩

247 3号住 凹石 73 4430 輝石安出岩

番号 出土地声 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重さ(α ) 石 材
3号住 磨石 56 666 0 輝石安山岩

14号土坑 凹石 117 72 463 0 輝石安山岩

2「D0 14号土坑 凹石 127 55 549 0 輝石安山岩

25号土坑 凹石 (61) (84) (41) (2620, 輝石安山岩

252 25号土坑 凹石 +敲石 85 37 669 0 デイサイト

25号土坑 凹石 130 28200 デイサイト
254 1号集石 凹 石 135 57 751 0 輝石安山岩

255 1号集石 凹石十磨石 58 48 520 0 玄武岩

256 1号集中区 凹石十磨石 85 75 43 361 0 安山岩

257 1号集中区 凹石 45 443 0 輝石安山岩

258 1サ集中区 凹石十磨石 11 2 7 405 0 輝石安山岩

1号集中区 凹石 +敲石 115 646 0 煙石安山岩

1号集中区 凹石十磨石 (50) 42 (260 5) 安山岩

l号集中区 磨石 123 48 306 0 砂岩

l号集中区 磨石十敲石 32 307 0 tE石安山岩

263 I号集中区 敲石 523 0 花商岩

264 2号集中区 凹 石 100 76 759 0 安山岩

2号集中区 磨石 +敲石 73 57 37 196 7 砂岩

266 2号集中区 磨石十諒石 118 119 56 7590 輝石安山岩
267 2号集中区 凹石十磨石 110 477 0 輝石安山岩

268 B-0 凹石 (94) 35 (2乾 0) 玄武岩

B-0 凹石 53 533 0 輝石安山岩

270 C-0 凹 石 ll】 50 607 0 輝石安山岩

D-1 凹石 107 514 0 輝石安山岩

272 2 凹石 +磨石 61 45 378 0 輝石安山岩

273 F-2 磨石 230 0 輝石安山岩

274 F-3 磨 石 128 (54) (5805) 砂岩

F-4 凹石 +磨石 31 214 0 玄武岩

276 F-6 凹石 14 1 53 1147 5 安山岩

277 G-3 凹石十説石 10 1 109 872 0 輝石安山岩

278 G-3 凹石十敲石 75 32 406 0 安山岩

279 G-4 凹石 91 92 62 559 0 安山岩

280 G-5 磨石 106 39 443 0 玄武岩

H-2 凹石 446 0 玄武岩

282 H-2 凹石 480 0 安山岩

H-2 凹石十磨石 71 42 318 0 輝石安山岩

284 H-3 凹石十磨石 117 69 5%0 輝石安山岩

H-3 凹石 +敲石 (113) (81) (35Э 4) 砂岩

286 H-5 凹石 65 47 4390 輝石安山岩
凹石十磨石 73 4 1 353 0 安山岩

288 4 凹石十磨石 25 243 0 安山磐

289 敲石 44 1333 玄武岩

290 4 磨 石 67 42 281 0 擬灰岩

4 凹石 64 334 0 玄武岩

292 5 凹石十磨石 95 821 0 玄武岩

3 凹石十磨石 46 玄武岩

4 凹石 +磨石 122 11850 輝石安山岩
4 凹石 +磨石 H2 63 612 0 輝石安山岩

凹石 +敲石 (59) 51 (239 4) 玄武岩

4 磨石 11 9 47 691 0 玄武岩

298 4 磨石 93 47 5640 玄武岩

299 磨 石 88 74 47 395 0 玄武岩

300 4 磨石 85 864 0 流紋岩

301 4 磨石十敲石 47 548 0 輝石安山岩

302 5 凹石十磨石 62 58 603 0
「
_石安山岩

303 K-4 凹石十磨石 80 391 0 石英安山岩

K-5 凹石 +磨石 75 3 1 349 0 輝石安山岩

区 幽石 +磨石 570 0 輝石安山岩

I区 敲石 113 (59) (2394) 玄武岩

I区 敲石 Й40 輝石安山岩
308 区 磨石 ユ19 8 砂岩

309 Ⅱ区 凹石 +磨石 97 374 5 輝石安山岩

3号住 多コ石 68 2030 0 輝石安山岩

25号土坑 多子し石 11 8 67 1204 0 輝石安山岩

1号集中区 多孔石 132 83 25900 玄武岩

1号集中区 多孔石 575 0 輝石安山岩

1号集中区 多孔石 127 106 n2 2000 0 安山岩

2号集中区 多Tし石 122 117 3000 0 lt石安山岩

G-6 多子し石 185 2600 0 輝石安山岩

H-3 多孔石 103 145 67 1500 0 安山岩

4 多孔石 162 3320 0 輝石安山岩
-5 多孔石 1811 0 T~4石安山岩

320 -5 多孔石 22 2 17 1 4200 0 輝石安山岩

1号集中区 石 皿 (139) (118) (60) 4850) 安山岩

号住 石棒 (148) (115) 92 2500 0 輝石安山君

I-4 石棒 07 07 買岩

I-4 玉 径165 孔径05 02 07 粘板岩

I区 玉未製品 1 1 07

I-3
カギ状石器

16 71
黒曜石H-3 21 15 21

A-2 磨製石鏃 26 33 粘板岩

■-4 軽石製品 13 軽石
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図版 1 越中久保遺跡調査区全景
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図版 4 1号住居跡炉

図版 3 1号住居跡上層遺物出土状況



図版 7 2号住居跡炉 (東から)

ド●碁11■I鞄|||■ |■  ォ
2号住居跡炭化材・遺物出土状況 (東から) 図版 8 2号住居跡埋甕

図版 9 2号住居跡炭化材



図版]2 3号住居跡上層遺物出土状況

図版13 3号住居跡 1号土坑

図版11 3号住居跡遺物出土状況

図版15 4号住居跡炉

図版14 4号住居跡 (東から)

図版16 4号住居跡埋甕
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図版17 ]号掘立柱建物跡 (北から)

図版19 トータルステーション作業風景

図版18 2号掘立柱建物跡 (南から)

図版20 1号土坑 図版21 2号土坑



図版22 3号土坑

8号土坑

図版23 7号土坑

13号土坑

図版26 14号土坑

図版27 14号土坑礫出土状況 図版28 14号土坑遺物出土状況



図版29 15号土坑 図版30 15号土坑礫出土状況

15号土坑遺物出土状況 図版32 14・ 15。 17号土坑

図版33 16号土坑 図版34 17号土坑

図版35 18号土坑 図版36 18号土坑上層礫出土状況



図版37 19号土坑

図版39 2]号土坑 図版40 22号土坑

図版42 24号土坑

図版43 24号土坑遺物出土状況 図版44 25号土坑



図版45 25号土坑遺物遺物出土状況

図版49 29号 (下 )・ 30号 (上)土坑

図版46 26号土坑

28号土坑

■
赤

図版47 27号土坑

|■||■ i.

図版48

図版51 32号 (上 )。 37号 (下)上坑図版50 31号土坑



図版52 40号土坑

40号土坑礫出土状況 図版54 1号溝図版53

図版55 1号遺物集中区



図版56 1号遺物集中区出土状況 図版57 2号遺物集中区出土状況 (1)

・      |  1祥

図版58 2号遺物集中区出土状況 (2)

図版60 秋田小学校体験発掘

図版6]英和中学・高校体験発掘

図版59 2号遺物集中区出土状況 (3) 図版62 発掘調査作業員一同



図版63 1号住居跡上層出土土器

図版65 3号住居跡上層出土土器

図版64 2号住居跡埋甕

図版66 3号住居跡出土土器

!ヽ十1

図版67 4号住居跡埋甕 図版68 14号土坑出土土器 (1)
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図版69 14号土坑出土土器 (2)
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図版71 25号土坑出土土器
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図版73 1号遺物集中区出土土器 (2)

図版70 14号土坑出土土器 (3)

図版72 1号遺物集中区出土土器 (1)

図版74 1号遺物集中区出土土器 (3)



図版75 2号遺物集中区出土土器 (1)

図版77 2号遺物集中区出土土器 (3)

図版76 2
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号遺物集中区出土土器 (2)

図版78 2号遺物集中区出土土器 (4)

図版79 遺構外出土土器 (1) 遺構外出土土器 (2)
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図版81 遺構外出土土器 (3)
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図版83 遺構外出土土器 (5)

図版82 遺橋外出土土器 (4)
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図版85 遺構外出土上器 (7)
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図版87 土製品、軽石製品
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図版84 遺構外出土土器

遺構外出土土器 (8)、 土製品図版86
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図版90 出土石器 (2)
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図版89 出土石器 (1)
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図版91 出土石器 (3)
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図版94 出土石器 (6)
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図版95 出土石器 (7)

図版93 出土石器 (5)
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図版97 出土石器 (9)

図版100 出土石器 (12)
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図版101 出土石器 (13)
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図版99 出土石器 (11)
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図版106 出土石器 (18)図版105 出土石器 (17)



図版107 出土石器 (19)
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図版111 出土石器 (23)
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図版112 鉄製品、煙管、銭貨、警
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